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二
四
〇

徂
徠
學

「文
論
」
に
於
け
る
韓
愈

・
柳
宗
元

白

石

眞

子

は
じ
め
に

荻
生
徂
徠

(
一
六
六
六
1

一
七
二
八
)
は
、
古
言

・
古
文
の
修
得
を
目
指
し
た

初
學
者
の
爲
の
書

『
四
家
雋
』
に
於
い
て
、
明
代
古
文
辭
の
李
攀
龍
・
王
世
貞
と

と
も
に
、
唐
代
古
文
の
韓
愈
・柳
宗

元
の
文
章
を
選
び
收
め
て
い
る
。
そ
も
そ
も

ぬ
 

ソ

明
代
の
古
文
辭
學
派
は
、
晩
年
王
世
貞
の
取

っ
た
立
場

(調
劑
)
を
除
き
、
唐
代

古
文
を
斥
け
る
も
の
で
あ

っ
た
。
古
文
辭
を
標
榜
す
る
徂
徠
は
、

何
故
に
明
代

古
文
辭
と
は
相
容
れ
な
い
韓
・柳
の
古
文
を
取
り
擧
げ
る
に
至
っ
た

の
で
あ
ろ
う

か
。
徂
徠
は
そ
の
こ
と
を
論
じ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
點
、
徂
徠
の

門
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、徂
徠

の
古
文
辭
學
の
形
成
期
か
ら
そ
の
高
弟
と
し
て
關
わ

っ
た
服

部
南
郭

(
一
六
八
三
ー

一
七
五
九
)
、

山
縣
周
南

(
一
六
八
七
ー

一
七
五
二
)
、
太
宰

春
臺

(
=
ハ
八
〇
1

一
七
四
七
)
の
文
論
に
關
す
る
著
作
を
取
り
擧
げ
、
徂
徠
學

に
於
い
て
韓
・柳
が
如
何
な
る
意
味
を
以
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
檢
討
し
た

い
。

第

[
章

徂
徠
文
論
に
於
け
る
韓
柳
と
李
王

『
四
家
雋
』
は
、
賓
暦
十

一
年

(
一
七
六

一
)
に
宇
佐
美
濔
水
、
大
内
熊
耳
の

序
を
附
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
校
閲
を
擔
當
し
た
の
は
、
春
臺
、
南
郭
、
溜
水
の
三

ハヨ

名
で
、
中
で
も
春
臺
は
、
韓
・柳
の
文
を
校
閲
し
た
こ
と
が
書
簡
よ
り
分
か
る
。

全
六
卷
か
ら
成
り
、
う
ち
卷

一
・
二
が
韓
愈

(七
十
篇
)
柳
宗
元

(二
七
篇
)
、
卷

三
以
降
が
李
攀
龍

(五
七
篇
)
王
世
貞

(八
六
篇
)

の
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

收
録

の
體
裁
は
、
四
家
の
文
を
十
九
の
文
體
に
分
け
て
順
に
竝
べ
た
の
も
の
で
、

文
に
は
句
點
が
施
さ
れ
、
上
の
欄
外
に
は
徂
徠
に
よ
る
評
が
あ
る
。
た
だ
し
、
上

の
欄
外
の
評
は
卷
五
以
降
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
南
郭
の

「物
夫

子
著
述
書
目
記
」
(『中
庸
解
』
付
載
、
『濔
水
叢
書
』
雜
著
所
引
)
に

「四
家
雋
、
右

評
未
全
備
」
と
あ
る
こ
と
と
合
致
す
る
。

湖
水
の

「刻
四
家
雋
序
」
は

『
四
家
雋
』
の
刊
行
に
當
っ
て
、
徂
徠
の
學
的
立

場
と
方
法
を
徂
徠
の
言
と
し
て
三
條
を
引
い
て
明
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ω
先
生
嘗
て
人
と
文
を
論
じ
て
日
く
、
六
經
は
辭
な
り
。
法
は
具
に
在
り
。

西
漢
以
上
此
を
以
て
其
れ
選
ば
れ
た
る
な
り
。
降
り
て
六
朝
に
至
り
、
辭
弊

れ
て
法
病
む
。
唐
の
韓
柳
二
公
古
文
を
倡

へ
、

一
に
法
を
古
に
取
る
。
其
の

辭
を
紬
く
る
者
は
、
六
朝
の
習
を
矯
む
れ
ば
な
り
。
然
れ
ど
も
文
章
の
道
の

本
然
に
非
ず
。
故
に
二
公
時
有
り
て
辭
を
修
む
。
宋

の
歐
蘇
有
り
と
雖
も
、

其
の
文
理
を
以
て
勝
ち
、
必
ず
し
も
法
あ
ら
ず
。
又
辭
を
修
む
る
を
事
と
せ

ず
。
故
に
取
ら
ざ
る
な
り
。
明
の
李
王
二
公
古
文
辭
を
倡

へ
、
亦
た
法
を
古



に
取
る
。
其
の
之
を
古
文
辭
と

謂
ふ
者
は
、
辭
を
尚
ぶ
な
り
。
敍
事
を
主
と

し
議
論
を
喜
ば
ず
。
亦
た
宋

の
弊
を
矯
む
る
な
り
。

こ
の

「嘗
與
人
論
文
日
」
は

「答
屈
景
山
書
」
(第

一
書
)
に
據
る
も
の
で
あ

る
。

こ
の
書
簡
は
享
保
十

一
年

(
一
七
二
六
)
七
月

・
八
月
、
藤
原
幄
窩
の
高
弟

堀
杏
庵
を
曾
租
父
に
持

つ
堀
景
山

(
一
六
八
八
-

一
七
五
七
)
と
交
わ
し
た
書
簡

「屈
物
書
翰
」
と
し
て
も
傳
わ
る
も

の
で
、
徂
徠
六
十

一
歳
、
景
山
三
十
九
歳
、

景
山
か
ら
の
問
い
に
徂
徠
が
答
え
る
形
で
往
復
し
て
い
る
。
こ
の
答
書
は
『
徂
徠

先
生
學
則
』
付
録
に
も
收
め
ら
れ
、
徂
徠
の
晩
年
の
學
問
的
立
場
、
と
く
に
文
論

ハゑ

が
テ
ー

マ
と
な

っ
て
い
る
。
滴
水
も
ま
た
こ
の
書
簡
に
よ

っ
て
、

韓

・
柳
の
古

文
と
李
・
王
の
古
文
辭
に
つ
い
て
徂
徠
の
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
の
で
あ
る
。
景

山
の

「與
物
徂
徠
論
文
書
」
第

一
書

は
、

「古
の
文
は
已
む
を
得
ず
し
て
巳
ま
ざ

る
に
出
で
ざ
る
は
な
し
」
と
し
、

そ
れ
故
に
文
に
は

「
一
氣
」
が
貫
逋
し
て
お

り
、

「文
章
は
必
ず

一
氣
を
以
て
尚
し
と
爲
す
」
と
主
張
す
る
。

こ
う
し
た
立
場

か
ら
す
る
と
、
李
・王
の
文
章
は
文
辭
を
巧
み
に
綴
り
合
せ
る
が
實
に
讀
み
づ
ら

い
も
の
で
、

一
氣
の
貫
通
に
よ

っ
て
人
を
感
動
さ
せ
る
の
は
韓
・歐

の
文
章
の
方

だ
と
し
て
、
唐
宋
の
韓

・
歐
の
文
を
斥
け
て
明
の
李

・
王
の
古
文
辭
を
專
ら
學
ぶ

こ
と
に
つ
い
て
、
徂
徠
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

徂
徠
は

「亠ハ
經
辭
也
。
法
具
在
焉
」
と
亠ハ
經
を
辭
と
規
定
し
、
そ
こ
に
法
が
具

備
す
る
と
捉
え
て
、
そ
こ
か
ら
後
世

の
文
の
あ
り
方
を
論
ず
る
。
六
朝
に
至

っ
て

「辭
弊
而
法
病
」
と
い
う
状
況
の
中
で
、
韓

・
柳
が
古
文
を
標
榜
し
、
文
の
法
を

古
に
求
め
、
六
朝
の
文
が
修
辭
偏
重

で
あ

っ
た
爲
に
修
辭
は
倡
え
な
か
っ
た
と
し

て
い
る
。
し
か
し
修
辭
を
斥
け
て
い
る
の
は
文
章
の
道
と
し
て
本
來

の
姿
で
は
な

く
、
韓

・
柳
に
も
ま
た
修
辭
の
文
章
も
あ
る
と
す
る

(書
簡
で
は
韓
・
柳
の
文
數
篇

を
擧
げ
る
)
。
ま
た
、
宋
の
歐

・
蘇

は
韓

・
柳
に
學
ん
だ
も
の
で
、
道
理
が
先
に

立
ち
法
が
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
辭
を
斥
け
た
の
で
取
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し

徂
徠
學

「文
論
」
に
於
け

る
韓
愈

・
柳
宗

元

て
李

・
王
に

つ
い
て
は
、
宋
の
弊
を
矯
め
た
と
い
う
視
點
か
ら
、
修
辭

・
敍
事
を

奪
び
古
文
辭
を
倡
え
た
と
評
價
す
る
の
で
あ
る
。
書
簡
で
は
續
け
て
、
「夫
れ
後

世
の
文
章
の
士
、
能
く
卓
然
と
し
て
古
に
法
る
者
は
、
唯
だ
韓
柳
李
王
の
四
公
の

み
。
故
に
不
佞
嘗
て
四
大
家
雋
を
作
爲
し
て
、
以
て
門
人
に
誨
ふ
」
と
、
『
四
家

雋
』
編
纂
に
及
ん
で
い
る
。

四
家
を
竝
稱
し
て
は
い
る
が
辭
を
重
規
す
る
李
・
王

の
方
を
推
獎
す
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
は
、
「其
の
尤
も
李
王
を
推
す
者
は
、

辭
を
尚
べ
ば
な
り
。
然
れ
ど
も
、
不
佞
の
二
公
を
推
す
所
以
の
者
は
、
特
だ
此
の

み
な
ら
ず
」
と
李
・
王
の
評
價
都
修
辭
上
の
こ
と
の
み
で
は
な
い
と
言
っ
て
い
る

點
で
あ
る
。

滴
水

の

「序
」
も
ま
た
そ
の
こ
と
に
言
及
す
る
。
徂
徠

の
古
文
辭
の
歡
え
と
し

て
明
代
古
文
辭
家
が
尊
重
し
た

「六
經
十
三
家
」
(後
逋
)
の
外
、
こ
の
四
家
の

み
で
あ
る
と
し
、
そ
の
上
で

『
四
家
雋
』
は
文
章

の
爲

の
み
で
は
な
い
と
、
「先

生
の
言
」
と
し
て
次
の
二
條
を
示
し
て
い
る
。

㈲
季
王
二
家
の
書
を
讀
み
、
始
め
て
古
文
辭
有
る
を
識
る
。
是
に
於
い
て
六
經

を
取
り
て
之
を
讀
む
。
稍
稍
、
物
と
名
と
の
合
す
る
を
得
た
り
。
物
と
名
と

合
し
て
、
而
し
て
後
訓
詁
始
め
て
明
ら
か
に
、
六
經
得
て
言
ふ
可
し
。

㈲
李
王
力
を
文
章
に
用
ゐ
る
。
予
其
の
学
に
籍
り
て
以
て
経
術
を
窺
ふ
。
故
に

從
游
の
士
を
し
て
二
公
の
業
を
學
ば
し
む
る
者
も
、
亦
た
其
の
驗
す
る
所
を

以
て
之
に
歡
ふ
る
な
り
。

ω
は

『
辨
道
』
第

冖
則
、
㈲
は
先

の
ω
と
同
じ
く

「答
屈
景
山
書
」
に
據
る
。

李

・
王
の
書
の
受
容
と
自
ら
の
古
文
辭
學
の
形
成
、
ま
た
李

・
王
と
の
學
的
立
場

の
違
い
を
端
的
に
言

っ
た
も
の
で
あ
る
。
徂
徠
に
と

っ
て
古
文
辭
學
は
、
六
經
を

は
じ
め
と
す
る
古
書
を
傅
注
に
依
る
こ
と
な
く
讀
み
解
く
と
い
う
方
法
を
示
唆
す

る
學
問
で
あ

っ
た
。
李

・
王
は
生
涯
を
文
章
の
道
に
費
し
、
經
學
に
は
及
ば
な

か

っ
た
。
自
分
は
李
・王
の
學
に
よ

っ
て
經
學
の

一
斑
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

二
四

一
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た
。
徂
徠
が
從
學
の
士
に
李
・
王
を
學
ば
せ
る
の
は
他
で
も
な
い
、
經
學
の

一
斑

を
知
ら
し
め
ん
が
爲
で
あ
り
、
自
ら

に
有
効
で
あ
っ
た
學
問
を
以
て
歡
え
よ
う
と

し
て
李

・王
の
文
を
推
稱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
文
の
み
な
ら
ず
經
學
理
解
を

靦
野
に
入
れ
、
李

・
王
の
文
を
そ

の
階
梯
と
し
て
捉
え
評
價
し
て
い
る
。

澗
水

「序
」
は
績
け
て
、
「學
ぶ

者
、
先
生
の
意
を
體
す
れ
ば
、
復
古
の
業
其

れ
何
事
か
濟
ら
ざ
ら
ん
。
李
王
の
文
讃
ま
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
述
べ
る
。
澗
水
は

ま
た
李
攀
龍
の
文
六
篇
を
收
め
る

『
古
文
矩
』
の
序
で
、

「今
、
吾
黨
の
士
、
古

文
辭
を
學
ば
ん
と
欲
す
る
者
は
、
営

に
先
づ
四
家
需
を
讀
む
べ
し
。
能
く
四
家
雋

に
通
ぜ
ん
と
欲
す
る
者
は
、
當
に
先
づ
此
の
書
六
篇
を
讀
む
べ
し
」
と
述
べ
、
こ

れ
が
徂
徠
の
意
圖
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
そ
れ
で
は
、
韓
・柳
の
文
を
ど
の
よ
う

に
學
べ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

徂
徠
は

『
四
家
雋
』
に
收
め
る

「答
李
翊
書
」
(『韓
昌
黎
集
』
卷
十
六
)
の
欄

外
評
に

「道
を
論
ず
る
は
、
原
道
。
文
を
論
ず
る
は
、
此
篇
。
唯
だ

二
篇
を
以
て

韓
を
盡
す
可
し
」
と
言
う
も
、
そ
れ
以
上
詳
細
な
言
及
は
な

い
。
『
四
家
雋
』
に

は
、
韓

・
柳
、
李

・
王
の
文
を
收
め
る
も
、
韓

・
柳
の
文
章
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
、
學
ぶ

べ
き
な

の
か
と
い
う
具
體
的
な
文
論
が
ほ
と
ん
ど
展
開
さ
れ
て
い
な

麗
。
門
人
た
ち
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
濔
水
は

『
濡

水
雜
著
』

の
中
で
、
南
郭

『
燈
下
書
』
と
周
南

『
作
文
初
問
』
を
、
「物
家
學
流

ノ
案
内
ノ
好
書
ナ
レ
ハ
、
是
ヲ
能

ク
讀
テ
合
點
ス
ヘ
シ
」
と
評
し
て
い
る
。
以

下
、
こ
の
兩
書
と
さ
ら
に
春
臺

『
文
論
』
に

つ
い
て
檢
討
を
加
え
た
い
。

第
二
章

南
郭

『燈
下
書
』
に
見
る
韓
柳

南
郭

『
燈
下
書
』
は
、
享
保
十
年

(
一
七
二
五
)
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
徂
徠

が
景
山
と
書
簡
を
交
し
た
前
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
燈
下
書
』
に
つ
い
て
は

ハユ

從
來

の
研
究
で
樣
々
な
言
及
が
さ

れ
て
い
る
が
、
徂
徠

の

「蓋
し
古
文
辭
の
學

二
四

二

は
、
豈
に
徒
だ
讀
む
の
み
に
あ
ら
ん
や
。
亦
た
必
ず
諸
を
其
の
指
よ
り
出
だ
さ
ん

こ
と
を
求
む
る
な
り
」
(『答
屈
景
山
』
第
』
書
)
と

の
考
え
と
同
樣
、
詩
文
を
書

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
書
と
い
え
よ
う
。
全
十
五
條
よ
り
成
る
が
、
そ
の
中
で
文

論
と
い
え
る
の
が
第

一
條
か
ら
第
九
條
で
あ
る
。
南
郭
は
、
「文
章

ハ
學
力
ト
人

才
ト
兼
合
候
事
」

(第

一
條
)
と
し
た
上
で
、
ま
ず
、
辭
に
は
雅
俗
が
あ
り

「俗

語
雅
語
ト
ワ
カ
レ
タ
ル
品
心
得
ベ
キ
」
(第
二
條
)
と
、
徂
徠

『
譯
文
筌
蹄
』
題

言
第
十
則
に
見
え
る
主
張
を
展
開
す
る
。
次
い
で
文
章
史
と
も
い
え
る
第
三
條
に

は
、
南
郭
獨
自
の
靦
點
が
見
え
る
。

文
章
の
は
じ
ま
り
と
し
て
六
經
か
ら
書
き

起
さ
れ
る
こ
の
條
は
、
韓

・
柳
、
李

・
王
を
軸
と
し
て
は
い
る
が
、
「明
三
百
年

ノ
間

ハ
詩
文
モ
樣
々
嗜
好
有
之
、

一
樣

ニ
ハ
申
カ
タ
ク
候

ヘ
ド
モ
」
と
し
た
上

で
、
袁
中
郎

・
鍾
伯
敬
と
い
っ
た
公
安

・
竟
陵
派
が
、
李

・
王
の
學
を
排
し
て

興

っ
た
緒
派

で
あ
る
と
南
郭
は
認
識
し
て
お
り
、
更
に

「清
朝

ニ
ハ
イ
カ
カ
候

ヤ
」
と
、
中
國
に
於
け
る
同
時
代
的
な
文
章

(ひ
い
て
は
書
く
と
い
う
こ
と
)
に
大

き
な
關
心
を
持

っ
て
い
る
。

徂
徠
は
、
韓
・柳
が
六
朝
の
浮
靡
な
文
を
矯
め
正
す
爲
に
逹
意
を
重
ん
じ
、
法

を
古
に
求
め
た
と
し
た
ぶ
、
南
郭
も
ま
た
、
六
朝
の
文
を

「誹

二
近
シ
」
と
評

し
、
韓

・
柳
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

古
文
ノ
體
オ
ト

ロ
へ
候
ト
テ
、
韓
柳

ハ
別

二
古
文
ト
稱
シ

一
流
ヲ
書
出
シ

候
。
サ
レ
ド
モ
當
時

ハ
ニ
家
ノ
徒
ノ
ミ
ニ
テ
、
世
上

ハ
獪
時
行
ノ
文

ニ
テ
、

宋
ノ
王
元
之
ナ
ト
ノ
時

マ
テ
モ
大
略
同
シ
格

二
候
。
歐
蘇
ヨ
リ
韓
氏
ヲ
奪
爾

シ
、
コ
レ
ヨ
リ
古
文
ノ
名
目
モ
盛

ニ
ナ
リ
、
其
格

ニ
ア
ハ
ザ
ル
ハ
時
文
ト
名

付
テ
不
用
。
後
世

マ
テ
大
抵
韓
柳
八
大
家
ト
モ
テ
ハ
ヤ
ス
事

二
候
。

韓
・柳
を
評
價
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
當
時
は
古
文
が
そ
の
門
徒
を
除

い
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
こ
と
を
い
い
、
韓
愈
を
尊
崇
し
た

歐

・
蘇

の
時
代
に
な

っ
て
は
じ
め
て

「古
文
」
が
明
確
に
な
り
、
時
文
と
區
別



し
、
韓
柳
八
大
家
と
し
て
も
て
は
や

さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
南
郭
は
、
古

な
り

文
と
時
文
と
を

「格
」
に
よ
り
辨
別

し
た
と
し
て
い
る
。
「格
」
と
は
、
『
文
心
雕

龍
』
議
羇
や
、
『顔
氏
家
訓
』
文
章

に
あ
る

「風
格
」
と
同
義
と
捉
え
ら
れ
る
が

明
代
古
文
辭
學
に
於
い
て

「格
調
」
が
重
ん
じ
ら
れ
た
點
を
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま

麗
。
南
郭
喚

李
獻
責

何
景
明
と

い
つ
た
前
七
子
の
主
倡
者
が
古
文
辭
學
を
興

し
た
事
に

つ
い
て
、

「韓
柳
氏

ハ
、
古

ヘ
ヨ
リ
出
候

ヘ
ド
モ
、
イ
ヅ
レ
モ
上
手

ニ

テ
別

二
一
格
出
來
候

ユ
へ
、
必
竟
韓

氏

二
至
リ
テ
古
文

ハ
ヤ
ブ
レ
ヌ
ト
稱

シ
、
別

二
又

一
格
イ

ニ
シ

ヘ
ニ
カ
ヘ
リ
テ
書
出
候
」
と
、
李

・
何
が
、
韓
・
柳
の
文
は
古

か
ら
出
る
も
、
古
文
と
は
別
趣

の
格

と
見
倣
し
、
韓
・柳
よ
り
も
更
に
古
の
格
調

を
求
め
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
李

・
王
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。

嘉
靖
隆
慶
ノ
時

二
至
リ
テ
、
李

于
鱗

・
王
元
美

・
涯
道
昆
出
テ
、
古
文
辭
ト

稱
シ
、
盆
々
古
キ
格
ヲ
書
候
。

王
李
ナ
ド
ノ
趣
意

ハ
、
達
理
修
辭

ノ
兩
事

ハ
、
亠ハ
經
以
來
相
兼
ル
ト
イ

ヘ
ド
モ
、
韓
柳
ヲ
學
ブ
者
、
宋
朝
ヨ
リ
漸
理
ヲ

多
ク
説
事

二
成
リ
、
修
辭
ノ
方

ハ
不
足
。
唯
理
サ

へ
明
白
ナ
レ
ハ
好
ト
申
樣

二
成
行
候
故
、
其
弊
ヲ
タ
メ
直

シ
テ
古
文

二
辭

ノ
字
ヲ
加

ヘ
テ
、
古
文
ノ
辭

ヲ
修
ス
ル
ヲ
第

一
ト
書
候
。

「盆
々
古
キ
格
ヲ
書
候
」
と
、
李

・
王

・
汪
の
文
を
評
す
。
李

・
王
と
竝
ん
で
後

ハ
ら

七
子
に
は
名
を
蓮
ね
ぬ
汪
道
昆
を
擧

げ
る
の
は
、
徂
徠
と
同
様
で
あ
る
。

ま
た
、

李

.
王
が
修
辭
を
重
ん
じ
た
こ
と
を
、
韓

・
柳
を
學
ん
だ
者
が
達
意
に
走
り
過
ぎ

た
爲
と
し
て
、
そ
の
弊
よ
り
救
う
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
が
、
こ
れ
は
徂
徠
文

論
に
も
見
え
た
。
但
、
李
獻
吉
・何
景
明
か
ら
の
流
れ
で
見
る
な
ら
ば
、
古
文
辭

學
派
は
、
韓
・柳
の
古
文
を

一
格
と
認
め
た
上
で
、
更
に
古
の
文
辭
を
求
め
て
格

調
高

い
文
を
書
こ
う
と
し
た
、
と
南
郭
は
考
え
て
お
り
、
こ
れ
が
文
章
史
の
中
で

韓

・
柳
と
李

・
王
を
位
置
づ
け
た
際

の
、
南
郭

の
特
徴
で
あ
る
。

で
は
、
實
際
に
文
を
學
び
、
書
く
上
で
、
ど

の
よ
う
に
韓

・
柳
、
李

・
王
は
捉

徂
徠
學

「文
論
」

に
於
け

る
韓
愈

・
柳
宗

元

え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

韓
柳
王
李
ナ
ト
ノ
用
ヒ
樣
ヲ
、
古
書

二
御
考

へ
合
セ
、
ヒ
タ
ト
御
熟
覽
ア
ル

ロ
リ
ト
コ
ロ

ベ
ク
候
。
ス
ベ
テ
文
字

モ
語
勢

モ
據
有
様

二
用
イ
候

ヘ
バ
、
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
文

章

モ
寛
大
二
見
工
、
意
味
モ
ス
グ
聞

工
候
事
勿
論

二
候
。
(第
四
條
)

ま
ず
、
韓

・
柳
、
李

・
王
の
文
字
や
語
勢
を
、
古
書
に
照
ら
し
合
せ
て
見
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
、
全
て
根
據
が
あ
る
よ
う
に
用
い
よ
と
言
う
。
古

書
と
照
し
合
せ
て
韓

・
柳
、
李

・
王
の
文
を
讀
む
と
い
う
點
か
ら
す
る
と
、
唐
宋

八
大
家
と
し
て

一
括
し
て
扱
う
こ
と
に
は
批
剣
的
で
、
南
郭
は
次
の
よ
う
に
韓
・

柳
と
他
の
六
家
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

如
仰
八
大
家
ト
申
候
モ
、
明
ノ
茅
鹿
門
ナ
ド
ヨ
リ
立
候
事

ニ
テ
、
其
實

ハ
六

家
モ
韓
柳
ヨ
リ
出
候
。
然
レ
ド
モ
歐
文
ノ
オ
ト
ナ
シ
キ
、
蘇
文
ノ
働
キ
タ
ル

ナ
ト
モ
、
皆
歴
代

二
數
人
ノ
文

ニ
テ
候

ヘ
ハ
、
心
得

二
時

々
御
覽
ア
ル
ペ

シ
。

(中
略
)
八
大
家
流
御
學
ヒ
候

バ
バ
、
韓
柳
ヲ
肝
要

二
御
覽
候
テ
、
六

家
位

ニ
モ
出
來
可
申
候
。
又
韓
柳
ノ
如
ク
ト
ナ
ラ
バ
、
漢
以
上
ノ
古
書
二
熟

シ
、
韓
柳
ヲ
モ
階
梯
ト
見
候
イ
テ
、
古

二
立
上
リ
歴
代
ヲ
見
下
シ
候
テ
書
候

事

二
候
。
(第
六
條
)

そ
も
そ
も
唐
宋
八
大
家
と
い
う
稱
は
、
茅
坤
の
『
唐
宋
八
大
家
文
鈔
』
に
あ
る
と

し
、
宋
代
の
亠ハ
家
は
、
古
で
は
な
く
韓
・柳
か
ら
出
た
者
で
あ
る
か
ら
少
し
劣
る

と
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
徂
徠

『
四
家
雋
』
雋
例
第

二
則
の
言
及
と
同
樣

で
あ
る
が
、
徂
徠
が
歐
・蘇
を
斥
け
る
の
に
對
し
、
南
郭
は
、
歐
陽
修
の
文
の
冷

靜

・
卆
淡
さ
、
蘇
軾
の
文

の
濶
逹
さ
は
、
歴
代
で
數
名
に
入
る
文
章
家
と
し
て

時
々
は
見
る
ぺ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
歐
・蘇
の
文
の
評
價
は
南
郭
獨
自
の
も

の
と
い
う
よ
り
、
呂
組
謙

『
古
文
關
鍵
』
に
、
歐
陽
修
の

「卒
淡
」
、
蘇
軾
の

「波

瀾
」
を
學
ぶ
點
と
し
て
擧
げ
る
な
ど
、
常
に
好
處
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
王
世

貞
も

「子
瞻
の
文
を
讀
ま
ば
、
才
を
見
る
。
然
れ
ど
も
書
を
讀
ま
ざ
る
者
に
似
た

二
四
三



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十

一
集

り
」
(『藝
苑
巵
言
』
卷
四
)
と
、
蘇
軾
の
學
問
を
肯
定
は
し
な

い
が
、
そ
の
才
は

褒
め
る
。
「蘇
文
ノ
働
キ
タ
ル
」
と

は
、
こ
の
才
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
歐
・

蘇

へ
の
言
及
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
宋
代
六
家
の
中
で
は
歐
・蘇
を
上
に
位
置

づ
け
て
は
い
る
淨
、
や
は
り
、
八
大
家
の
中
で
は
韓
・柳
を
肝
要
と
し
て
い
る
。

韓
・柳
を
を
學
ん
だ
な
ら
ば
、
六
家
位
に
も
な
り
得
る
と
し
、
さ
ら
に
漢
以
上
の

古
書
に
習
熟
し
て
、
韓
・柳
を
も
古

へ
の
階
梯
と
し
て
學
ん
で
、
文
を
古
に
求
め

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
南
郭
が
古
書
を
重
覗
し
、
そ
の
格
調
を
體

得
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
そ
の
古
書
と
は
何
か
。
そ
れ
こ

そ
が
汪
道
昆
の
主
張
し
た
六
經

(十
三
經
)
十
三
家

(左
氏
駝
醂
・
國
策

・
老

・
莊

・

す
り

列
.
呂
氏
春
秋
・
淮
南
子
・
屈
原
・
宋
玉

・
荀
子
・
司
丐
遷
・
班
固
・
文
選
)
で
あ
る
。

南
郭
は
、
明
代
古
文
辭
家
が
六
經
十
三
家
を

「注
ヲ
除
キ
テ
本
文

バ
カ
リ
ヲ
比

年

一
周
シ
、
ヒ
タ
ト
反
覆
シ
見
候
テ
、
文
氣
ヲ
助
ケ
、
漢
以
後
ノ
書
ヲ
不
讀
」
と

い
う
志
を
立
て
て
設
け
た
も
の
だ
と
し
、
次
の
よ
う
に
そ
の
意
義
を
言
う
。

イ
カ
樣

ニ
モ
十
三
經
ト
右
ノ
古
書
ト
モ
ヲ
朝
夕
熟
覽
候

バ
バ
、文
章
ノ
タ
メ

ハ
イ
フ
マ
テ
モ
ナ
シ
。
學
力
モ
甚
タ
丈
夫

二
成
申
事

二
候
故
、
學
者
ノ
渉
ラ

ズ
シ
テ
叶

ハ
ザ
ル
物

二
候
。
韓

柳
ヲ
學
候
モ
、
此
外

ハ
無
之
候
。
(第
七
條
)

注
釋
を
助
け
と
は
せ
ず
、
十
三
經
と
古
書
で
あ
る
十
三
家
の
文
そ
の
も
の
を
毎
日

讀
め
ば
、
文
の
み
な
ら
ず
學
力
も

つ
く
。
韓
・柳
を
學
ぶ
に
も
十
三
經
十
三
家
を

讀
む
外
は
な
い
と
す
る
。
六
經

(十
三
經
)
十
三
家
は
、
明
代
古
文
辭

の
梓
に
限

定
せ
ず
に
、
古
を
求
め
る
學
者
に
必
須
の
古
書
で
あ
る
と
の
認
識
を
促
し
て
い
る
。

韓

・
柳
、
李

・
王
を
ど

の
よ
う
に
學
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
か
に

つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

文
章

ハ
始
學
入
時
、
何
レ
一一テ

モ
、
韓
力
柳
ノ

一
集

一
人
ノ
作
ヲ
我
師
ト
定

メ
、
何
文
ヲ
書
候
ト
モ
、
其
文

ノ
通

二
似
習
、
外

二
見
候
書

ハ
助
ケ
ト
定

メ
、
段
々
害
モ
テ
行
候
内
、
少
文
章
ノ
格
合

モ
手

二
入
候
節
、
又
々
古
人
ノ

二
四
四

内
何
レ
ヲ
モ
法

二
取
テ
書
候

ヘ
バ
、
夫
ヨ
リ
自
由

ニ
モ
成
行
候
。
威
就

ノ
上

ニ
ハ
、
ト
カ
ク
我
流
分
ノ
格
出
來
ル
物
故
、
則

一
家
ヲ
モ
立
ラ
レ
候
。
(第

八
條
)

に
せ
な
ら
ふ

ま
ず
は
、
韓

・
柳

い
つ
れ
か
の
文
を
師
と
定
め

「似

習
」
こ
と
が
肝
要
と
し
て

い
る
。
書
く
う
ち
に
文
章
の
格
好
が

つ
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
古
人
の
法
を
取
り

入
れ
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
す
れ
ば

「我
流
分
ノ
格
」
「
一
家
」
と
も
い
え
る
格

調
の
備

っ
た
自
分
の
文
章
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
「似
習
」

と
は
模
倣
で
あ
り
、
李
・
王
の
修
辭
法
、
そ
し
て
、
學
問
と
は
模
倣
で
あ
る
と
の

ハな

徂
徠

の
主
張
に
通
じ
る
が
、
南
郭
は
模
倣
に
よ
り
辭
を
修
め
そ
し
て
法
を
學
び
取

る
と
い
う
順
序
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
何
故
韓
・柳
よ
り
學
び
始
め
る

の
か
と
い
う
點
に

つ
い
て
は
、
「李
王
ナ
ト
ノ
古
文
辭
ト
申

ハ
、
法
度
モ
深
ク
、

見

エ
ニ
ク
キ
物

二
候
故
、
先
韓
柳
ナ
ト
ノ
内
、
法
ノ
見
安
キ
ヨ
リ
入
候
テ
、
其
上

ニ
テ
古
書
ノ
格
ヲ
モ
溯
リ
ョ
ク
會
得
」
(同
前
)
す
る
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。

古
書
を
常
に
傍
ら
に
置
く
と
は
い
え
、
學
ぶ
べ
き
順
序
と
し
て
見
易
き
も
の
よ
り

入
る
、
そ
の
手
始
め
が
韓

・
柳
で
あ
り
、
そ
の
後
に
李

・
王
な
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は

『
四
家
雋
』
を
擧
げ
な
い
溺
、
『
四
家
雋
』
が
初
學
者
の
爲
の
古
言

・
古
文

修
得
の
入
門
書
と
し
て
、
韓

・
柳

(卷

一
・
二
)、
李

・
王

(卷
三
-
亠ハ
)
の
順
に

な

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
甚
だ
興
味
深

い
記
述
で
あ
る
。

ハロ
 

南
郭
は

「答
筑
前
井
土
生
」
(『南
郭
先
生
文
集
』
二
編
卷
十

)で
、
古
文
辭
學
の

修
辭
を
め
ぐ
る
古
言
古
辭
の
剽
竊
批
到
を
取
り
擧
げ
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

夫
れ
文
は
言
の
修
せ
る
な
り
。
修
し
て
而
し
て
後
之
を
簡
牘
に
載
す
。
終
に

亦
た
典
籍
を
舍
き
て
言
を
爲
す
こ
と
能
は
ず
。
典
籍
多
し
と
雖
も
、
古
を
以

て
至
れ
り
と
爲
す
。
而
し
て
物
固
よ
り
至
と
不
至
と
有
り
。
則
ち
焉
く
ん
ぞ

誣
ふ
可
け
ん
や
。
若
し
古
に
因
ら
ざ
れ
ば
、
必
ず
後
世
に
因
る
。
韓
か
柳
か

歐
蘇
諸
名
家
か
。
孰
れ
か
陳
言
に
非
ざ
る
。
孰
れ
か
既
に
朽
ち
る
の
古
人
に



非
ざ
る
。
韓
氏
の
陳
言
を
去
る
、
蓋
し
爲
に
す
る
こ
と
有
り
て
然
り
。
亦
た

其
の
身
之
を
古
の
時
に
居
く

と
謂

へ
り
。
是
れ
古
に
深
き
者
な
り
。
乃
ち
八

代
を
超
え
、
上
周
漢
に
覗
る
。

修
す
る
所
知
り
ぬ
可
し
。

そ
も
そ
も
文
は
修
辭
に
あ
る
。
言
を
修
め
て

(修
辭
し
て
)
は
じ
め
て
書
き
表

す
。
ま
た
、
何
ら
か
の
書
物
に
倣

っ
た
文
辭
の
修
得
が
不
可
缺
で
、
多
く
の
書
物

の
中
で
古
書
を
す
ぐ
れ
た
も
の
と
す

る
。
も
の
に
は
、
す
ぐ
れ
た
も
の
と
そ
う
で

な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
な
い
が
し
ろ
に
で
き
な
い
。
も
し
、
古
書

に
據
る
の
で
な
け
れ
ば
後
世
の
文

に
掖
據
す
る
こ
と
に
な
る
。
韓

・
柳
か
、
歐

・

蘇
ら
の
文
に
倣
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
も
陳
言

(使

い
古
さ
れ
た
言
葉
)
で

あ
り
、
ほ
ろ
ん
だ
古
人
に
據
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
點
、
韓
愈
が

「惟
陳
言
之
務

去
」

(「答
李
翊
書
」)
と
し
た
の
は

理
由
が
あ

っ
て
そ
う
し
た
の
で
あ
る
と
捉
え

る
。
す
な
わ
ち
、
修
辭
に
偏
っ
た
六
朝
以
來

の
文
を
矯
め
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ

り
、
古
に
身
を
居
く
と
い
う
、
古
を
志
向
す
る
者
で
あ

っ
た
。
古
と
は
周
や
前
漢

の
文
を
規
範
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
韓
愈
が
修
め
た
も
の
が
ど
こ
に
あ

っ
た
か
を

理
解
で
き
よ
う
、
と
南
郭
は
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
、
南
郭
が
古
文
辭
學

を
陳
腐
と
す
る
批
剣
に
羇
し
て
辯

護
を
試
み
た
資
料
と
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
の

反
駁
に
韓
愈
の

「陳
言
」
を
去

っ
た
點
を
取
り
擧
げ
、
爲
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

第
三
章

周
南

『作
文
初
問
』
に
見
る
韓
柳

ハ
ヨ

周
南

の

『
作
文
初
問
』
(成
立
年
未
詳
、
寶
暦
五
年
刊

)
は
、
學
問
全
般
に
言
及

し
た

『
爲
學
初
問
』
(成
立
年
未
詳
、
寶
暦
十
年
刊
)
と
對
を
な
す
書
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。
そ
の
點
、
爲
學
に
對
し

て
作
文
を
掲
げ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

『作
文
初
問
』
は
南
郭
が
校
訂
し
、

文
を
作
る
こ
と
を
主
眼
に
す
る
が
、
經
學
を

も
覗
野
に
入
れ
て
い
る
。
本
篇

の
構
成
は
、
周
南
の
文
論
淨
遞
べ
ら
れ
た
前
牛
部

徂
徠
學

「文
論
」

に
於

け
る
韓
愈

・
柳
宗

元

と
、
『
文
章
軌
範
』
『
文
章
歐
冶
』
『
文
章
辨
體
』
等
か
ら
抄
出
し
た

「法
」
(篇
・

章
・
句
)
に
關
わ
る
記
述
を
擧
げ
た
後
牟
部
と
か
ら
成
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
は
次

稿
の
檢
證
課
題
と
し
、
本
稿
で
は
そ
の
前
牛
部
に
當
る
十
條
に
見
え
る
韓
・柳
の

捉
え
方
に
注
目
し
た
い
。

『作
文
初
問
』
は
、
「秦
漢
以
上
ヲ
古
文
ト
ス
」
と
、
明
代
古
文
辭
學
の
主
張
を

踏
襲
す
る

「文
」
の
定
義
か
ら
書
き
起
す
が
、
「文
章

二
定
體
ナ
シ
」
(第

一
條
)
、

「法
亦
定
論
ナ
シ
」
(第
二
條
)
と
い
い
、
周
南
の
所
謂
古
文
と
は

「古
文

ハ
法
無

ク
、
渾
成
自
然
ノ
文
字
」
(第
二
條
)
で
あ
っ
た
。
第
二
條
に

『
文
體
明
辨
』
卷

首
論
文
に
引
く
唐
順
之
の

「漢
以
前
之
文
、
未
嘗
無
法
、
而
法
寓
於
無
法
之
中
。

故
其
爲
法
也
、
密
而
不
可
窺
。
唐
與
近
代
之
文
、
不
能
無
法
而
能
毫
釐
不
失
乎

法
、
以
有
法
爲
法
。
故
其
爲
法
也
、
嚴
而
不
可
犯
」
の
箇
所
を
抄
出
し
て
い
る

ハお
リ

ヘ

ヘ

へ

(破
線
部
は
省
略
)。
漢
以
前
の
文
と
、
唐
と
近
代
の
文
と
の
法
の
差
異
を
論
ず
る

唐
順
之
の
読
を
引
き
な
が
ら
、
周
南
は
こ
の

一
節
に
、
「法
寓
於
無
法
之
中
ト
イ

ヘ
バ
法
ヲ
隱
シ
テ
手
ヲ
見
セ
ヌ
樣

二
聞

ユ
レ
ト
モ
左

ニ
テ

ハ
ナ
シ
。
古
人

ハ
文
法

ノ
沙
汰

ハ
ナ
シ
ト
心
得
ベ
シ
」
と
、
古
文
に
は
文
法
の
論
な
ど
な
か

っ
た
の
だ
と

す
る
。
茅
坤
の

『
唐
宋
八
大
家
文
鈔
』
は
、
唐
順
之
の
編
か
ら
出
て
い
る
こ
と
は

周
知
の
通
り
だ
が
、
唐
宋
獗
の
唐
順
之
の
読
を
引
い
て
論
を
展
開
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
興
味
深
い
。

更
に
第
二
條
で
は
、
徂
徠
の

『古
文
矩
』
に
も
言
及
し
、
「徂
徠
先
生
古
文
矩

ハ
韓
柳
ト
于
鱗
ト
ノ
分
ヲ
明
ス
ノ
ミ
。
先
秦
以
上
ノ
古
文
ヲ
蔽
フ
ニ
非
ズ
」
と
し

て
、
韓
・柳
と
李
攀
龍
と
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
の
も
の
と
し
て
、
古
文

に
於
い
て
限
定
的
に
捉
え
て
い
る
。

次
に
第
三
條
で
は
、
文
の
作
り
方
を
順
を
追

っ
て
述
べ
る
。
ま
ず

〈題
〉
に
對

し
て

(主
意
〉
を
立
て
る
。
そ
し
て
何
と
言
い
起
す
の
か

(首
)
、
何
と
言
い
展

げ
る
の
か

(中
)
、
何
と
言
い
收
め
る
の
か

(尾
)
と

〈分
段
〉
す
る
。
そ
こ
で

二
四
五



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十
一
集

始
め
て
書
き
下
す
の
で
あ
る
。
そ
の
際

「心

二
任
セ
テ
サ
ラ
サ
ラ
ト
書
立
ペ
シ
。

此
場

二
苦
思
澁
滯
ス
レ
バ
、

一
篇
ノ
氣
脈
貫
通
セ
ズ
。
章
段
支
離
シ
テ
體
ヲ
成
ヌ

ナ
リ
」
と
、
心
に
任
せ
て

一
氣
で
書
く
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
景
山
の
主
張
し

た

「
一
氣
の
貫
く
文
」
と

い
う
考
え
と
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
景
山
は
そ
こ
か

ら
逹
意
の
文
を
主
張
し
た
が
、
周
南

は
そ
こ
に
文
の
完
成
を
見
な
い
。
次
に
、

一

度
サ
ラ
サ
ラ
と
心
に
任
せ
て
書
い
た
文
の
辭
を
飾
る
の
で
あ
る
。
卑
俚
な
辭
を
洗

練
さ
れ
た
も
の
に
改
め
、
典
雅
の
辭
を
擇
び
、
繁
冗
な
と

こ
ろ
を
簡
古
に
約
す
べ

き
だ
と
し
て
、
「古
文

ハ
辭
簡
潔
ニ
シ
テ
義
理
深
長
ナ
ル
ヲ
貴
ブ
。
中
華
ノ
文
モ

宋
元
ノ
文

ハ
冗
長
ナ
レ
バ
試

二
古
文
辭
ヲ
以
約
テ
見
ヨ
。
如
何
程
モ
ツ
メ
ラ
ル
ベ

シ
」
と
、
古
文
と
宋
元
代
と

の
文
と
の
辭
を
比
較
し
て
説

い
て
い
る
。
徂
徠
が

『
四
家
雋
』
雋
例
第

二
則
で
、
「歐
蘇
を
取
ら
ざ
る
所
以
の
者
は
、
宋
調
を
以
て
な

り
、
宋

の
失
、
易
に
し
て
冗
」
と
評
す
る
の
と
同
樣
で
あ
る
。
た
だ
周
南
は
、

噌

篇
の
氣
脈

の
貫
通
を
重
ん
じ
て
心
に
任
せ
て
書
い
た
後
に
、
古
文
に
倣

っ
た
修
辭

を
必
須
と
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

ま
た
、
周
南
は
、
日
本
人
が
漢
語
を
用
い
る
際
に
陷
り
が
ち
な
、
辭
の
繁
冗
支

離
、
字
句
の
顛
倒
に
注
意
を
求
め

て
い
る
。
こ
れ
は
徂
徠
が
、

「華
和
を
合
せ
て

之
を

一
に
す
る
は
、
是
れ
吾
が
譯
學
。
古
今
を
合
せ
て
之
を

一
に
す
る
は
、
是
れ

吾
が
古
文
辭
の
學
。
」
(『驛
文
筌
蹄
』
題
言
第
十
則
)
と
、
〈譯
學
〉
〈古
文
辭
の
學
V

を
主
張
す
る
の
と
軌
を

一
に
す
る
が
、
こ
の
點
を
自
覺
し
て
古
辭
・雅
語
を
綴
り

合
せ
れ
ば

「自
然
ト
文
簡
潔
高
雅

ニ
テ
義
理
深
ク
ナ
ル
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。

第
四
條
に
於
い
て
、
周
南
は
逹
意
と
修
辭
の
問
題
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及

し
て
い
る
。

文
章

二
修
辭
逹

意
二
端
ア
リ
。
徂
徠
先
生
譯
文
筌
蹄
題
言
中
具

二
論
ゼ
ラ
レ

タ
リ
。
畢
竟
、
辭
修
セ
ザ

レ
バ
意
逹
セ
ズ
。
故

二
修
辭
文
章
ノ
第

一
義
ナ

リ
。
文
ヲ
作
ン
ト
欲
セ
バ
、
先
ヅ
古
辭
雅
語
ヲ
多
ク
記
憶
ス
ヘ
シ
。
胸
中
冨

二
四
六

贍
ナ
レ
バ
筆
ヲ
把
テ
自
由
三
昧
ナ
リ
。

『
譯
文
筌
蹄
』
題
言
第
十
則
に
あ
る

「夫
文
章
之
道
、
逹
意
修
辭
二
派
、
發
自
聖

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

言
。
其
實

二
者
相
須
。
非
修
辭
則
意
不
得
逹
」
と
い
う
徂
徠

の
言
葉
を
根
據
に
、

周
南
は
修
辭
を
文
章
の
第

一
義
と
す
る
。
そ
の
上
で

「古
辭
」
と

「雅
語
」
を
多

く
記
憶
す
る
こ
と
が
、
文
章
を
思
い
の
ま
ま
に
書
く
上
で
肝
要
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
周
南
は
、
明
の
蒋
之
翹
注

『
唐
韓
昌
黎
集
』
讀
韓
集
敍
詭
に
引
く

朱
熹
の

「韓
愈
博
極
傳
書
、
奇
辭
奥
旨
如
取
諸
室
中
物
」
と
い
う

一
節
を
抄
出

ハね
 
し
、

「此
事
ナ
リ
」
と
言
う
。
周
南
も
、
徂
徠

・
南
郭
同
様
に
韓

・
柳
の
古
文
に

つ
い
て
は
、
「韓
柳
、
六
朝
ノ
辭
勝

二
懲
テ
鉛
華
ヲ
創
リ
義
理
明
暢
ヲ
尚
ブ
』
(第

七
條
)
と
捉
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
韓
愈
が
博
く
古
書
を
熟
讀
す
る
こ
と
に

ヘ

へ

よ
り
、
そ
れ
を
我
が
物
と
し
て
奇
辭
を
驅
使
し
得
た
と
の
認
識
を
、
周
南
は
韓
愈

の
修
辭
に
獨
し
持

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
記
憶
す
べ
き
古
書
と
し
て
、
周
南
も
ま
た

「六
經
十
三
家
』
を
擧
げ
て

い
る
が
、
そ
の
他
に

『
韓
非
子
』
『
水
經
』
『
世
詭
新
語
』
も
徂
徠
が
讀
む
べ
き
だ

と
語

っ
た
と
し
て
附
記
し
、
そ
の
讀
み
方
に
も
言
及
し
て
い
る
。

五
經

ハ
經
學
文
章
ノ
根
元
ナ
レ
バ
、
專

二
讀
ム
可
シ
、
此
外

二
左
傅
國
語
史

記
漢
書
屈
子
莊
子
文
選
ナ
ル
ベ
シ
。
讀
方
、
本
文
バ
カ
リ
サ
ラ
サ
ラ
ト
讀
テ

全
部

二
渉
テ
記
憶
ス
ル
コ
ト
ヲ
圖
ル
ベ
シ
。
大
要

ハ
人
人
得
方
ア
ル
物
ナ
レ

バ
、
其
法

ハ
好
ム
所
二
任
セ
、
イ
カ
ニ
モ
シ
テ
博
ク
記
憶
シ
テ
綏
急

二
備
フ

ペ
シ
。
文
ヲ
構
ル
ニ
臨
テ
李
盆
ガ
獺
祭
魚
ト
云
ル
樣
二
書
籍
ヲ
捜
索

ス
レ

嶇
・
精
紳
渙
散
シ
テ
工
夫
專

一
ナ
ラ
ズ
。
文
章
ノ
氣
ヲ
傷

フ
。

(第
四
條
)

記
憶
の
方
法
は
個
々
に
依
る
と
し
て
も
、
五
經
十
三
家
を
記
憶
せ
よ
と
求
め
る
。

文
を
書
く
に
臨
ん
で
、
多
く
の
書
物
を
展
げ
辭
を
捜
す
の
で
は
、
書
き
手
の
精
祚

が
ち
り
ぢ
り
に
な
り
、
文
章
の

「氣
」
を
傷

っ
て
し
ま
う
と
読
く
の
で
あ
る
。

古
書
の
辭
を
用
い
る
こ
と
を
め
ぐ
り
、
周
南
は
韓

・
柳
、
李

・
王
を
取
り
擧
げ



て
そ
の
違
い
を
説
く
。
韓
愈
の
修
辭
に

つ
い
て
は
、
件
の

「答
李
翊
書
」
の

「惟

陳
言
之
務
去
」
を
そ
の
工
夫
と
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

韓
退
之

ハ
務
テ
陳
言
ヲ
去
ヲ
功
ト
セ
リ
。
陳

ハ
陳
腐
也
。
イ
カ
ナ
ル
新
奇
ノ

美
言

ニ
テ
モ

一
タ
ビ
人
ノ
ロ
ヲ
經
レ
バ
陳
腐
ナ
リ
。
人
ノ
陳
腐
ヲ
拾
ヒ
テ
文

ヲ
作
ル

ハ
卑
シ
ト
思

ヘ
ル
ナ
リ
。檀
弓
孟
子
ノ
文
法
ヲ
學
ン
デ
文
ヲ
作
レ
ド

モ
、
學
ビ
タ
リ
ト
見

ヘ
ズ
、
自

家
渾
成
ノ
文
ト
見
ユ
ル

ハ
、
語
ヲ
剽
竊
セ
ヌ

故
ナ
リ
。
陳
言
ヲ
去
ト

ハ
、
古

書
ノ
成
言
全
句
ヲ
用
ヌ
ナ
リ
。
文
字

ハ
皆
經

マ
マ

子
史
集
古
書

二
本
據
セ
リ
。
然
ラ
ザ
レ
バ
文
典
雅
ナ
ラ
ズ
。

(第
五
條
)

韓
愈
は
文
の
法
を

『
禮
記
』
檀
弓
や

『
孟
子
』
に
學
ん
で
い
る
が
、
他
の
模
倣
で

は
な
く
、
す

っ
か
り
獨
自
の
文
に
見
え
る
の
は
、
語
を
剽
竊
し
て
い
な
い
か
ら
で

あ
る
。
陳
言
を
去
る
と
は
、
古
文
の
成
言
全
句
を
用
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

文
字
は
全
て
經
史
子
集
の
古
書
に
本
つ
い
て
い
て
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
韓
愈
の
文

は
典
雅
な
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
周
南
な
り
の
韓
愈
の

「修
辭
」
解
釋
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
柳
宗
元
に
野
し
て
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

韓
柳
ト
竝
稱
ス
レ
ド

モ
、
柳
子

厚

ハ
間

マ
古
人
ノ
成
言
全
句
ヲ
取
用
ヒ
テ
文

ヲ
作
レ
リ
。
獻
吉
、
于
鱗
ガ
開

租
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
多
ク
古
語
ヲ
用
レ
バ
、

反
テ
正
氣
ヲ
累
ス
ト
云
リ
。
古

語
ヲ
用
ヒ
テ
鐙
鎔
足
ラ
ザ
レ
バ
、
支
吾
ス
ル

處
ア
リ
テ
、
全
文
渾
成
ノ
氣
ヲ
傷
フ
故
ナ
リ
。

(第
五
條
)

古
人

の
成
言
全
句
を
用
い
な
か

っ
た
韓
愈
に
鞠
し
、
柳
宗
元
は
時
に
用
い
た
と

し
、
更
に
そ
の
點
で
は
柳
宗
元
こ
そ
が
、
李
獻
吉
・李
攀
龍
の
修
辭
の
開
砠
で
あ

る
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
柳
宗
元
は

「多
用
古
語
、
反
累
正
氣
」
(『柳
河
東

集
』
卷
三
一二

「與
楊
誰
之
」
第
二
書
)
と
言

っ
た
と
し
、
そ
れ
は
古
語
を
用
い
て
文

章
に
融
合
し
き
れ
な
け
れ
ば
、ご

つ
ご

つ
と

つ
か
え

て
文
章
を
作
り
上
げ
て
い
る

氣
を
傷

っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
し
て

い
る
。
修
辭
に
お
い
て
も
周
南
は

「氣
脈
の

徂
徠
學

「文
論
」
に
於
け
る
韓
愈

・
柳
宗
元

貫
通
」
し
た
文
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
第
五
條
を

承
け
て
第
亠ハ
條
で
は
、

「古
語
ヲ
用
ル
ニ
鑄
鎔
融
化
ヲ
重
ン
ズ
」
と
、
古
語
が
文

に
融
合
さ
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
度
詭
い
て
い
る
。

周
南
は
韓

・
柳

の
修
辭
に
獨
す
る
態
度
を
、
古
文
辭
學
の
修
辭

(古
害
に
見
え

る
修
辭
を
會
得
す
る
こ
と
)
と
相
容
れ
ぬ
も
の
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
李
攀

龍
の
修
辭
に

つ
い
て
は
、
逆
に
、
韓
愈

の

「陳
言
を
去
る
」
と
い
う
修
辭
に
關
わ

ら
せ
て
評
し
て
い
る
。

于
鱗
日
、
不
以
規
矩
、
不
能
方
圓
。
擬
議
成
變
、
日
新
冨
有
。
今
夫
爾
書
莊

左
氏
檀
弓
考
工
司
馬
、

其
成
言
班
如
也
。
法
則
森
如
也
。
吾
撼
其
華
而
裁

其
衷
。
琢
字
成
辭
、
屬
辭
成
篇
、
ト
。
是
于
鱗
ガ
家
法
ナ
リ
。
擬
議
ヨ
リ
富

有

マ
テ

ハ
、
繋
辭
傳
ノ
辭
ヲ
裁
シ
テ
文
ヲ
作
ル
。
擬
議

ハ
效
法
ノ
義

二
取

ル
。
即
摸
擬
也
。
古
人
ノ
成
言
ヲ
摸
擬
シ
テ
陳
腐
ヲ
變
化
シ
テ
新
奇
ト
爲
ル

也
。
于
鱗
力
意
、
古
言
ヲ
陳
腐
ト
言
ド
モ
規
矩
ヲ
陳
腐
ト
テ
棄
ラ
レ
ハ
ス
マ

ジ
。
古
文
ヲ
學
バ
バ
、
古
言
ヲ
規
矩
ト
ス
ペ
シ
。
古
人
ノ
成
言
班
如
ト
シ
テ

見
ツ
ベ
シ
。
文
法
森
嚴

二
具
リ
テ
ァ
リ
。
其
辭
ノ
英
華
ヲ
擇
ン
デ
取
リ
、
其

ヨ
キ衷
ト

コ
ロ
ヲ
、
我
心

ニ
テ
裁
節
シ
テ
取
リ
、
字
ヲ
ミ
ガ
ヒ
テ
辭
句
ヲ
作
リ
、

辭
句
ヲ
綴
屬
シ
テ

哺
篇
ヲ
作
ル
ベ
シ
ト
思

ヘ
ル
ナ
リ
。

(第
八
條
)

李
攀
龍
の
家
法
と
し
て
引
く

の
は
、
王
世
貞

「李
于
鱗
先
生
傳
」
(『
算
州
四
部
稿
』

卷
八
+
三
)
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
李
攀
龍

「古
樂
府
」
序

(『滄
溟
先
生
集
』
卷

一
)

で
、
「易
日
、
擬
議
以
成
其
變
化
。
日
新
之
謂
盛
徳
」
と
、
繋
辭
傳
の
句
を
掲
げ
、

自
ら
の
擬
古
主
義
の
立
場
を
標
榜
し
た
も
の
に
據
る
。
周
南
が
李
攀
龍
の

「擬
議

-
白

新
」
を

「古
人
ノ
成
言
ヲ
摸
擬
シ
テ
陳
腐
ヲ
變
化
シ
テ
新
奇
ト
爲
ル
」
と
理

解
す
る
の
は
、
韓
愈
の

「陳
言
を
去
る
」
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
李

攀
龍
の
意
圖
を

「古
言
を
陳
腐
と
し
て
も
規
矩
を
陳
腐
と
し
て
棄
て
ら
れ
な
い
。

古
文
を
學
ぶ
か
ら
に
は
古
言
を
規
矩
と
す
べ
き
だ
」
と
い
う
圭
張
と
し
て
捉
え
て

二
四
七



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十

一
集

い
る
。
古
言
に
明
ら
か
な
古
人
の
成
言
・文
法
に

つ
い
て
、
そ
の
辭

の
英
華
を
擇

ヘ

ヘ

へ

び
、
我
が
心
で
よ
い
も
の
を
取
拾
し
、
字
を
琢
い
て
辭
句
を
作
り
、
辭
句
を
綴

っ

て

一
篇
を
作
る
。
こ
の
よ
う
な
李
攀
龍
の
徹
底
し
た
古
言
の
摸
倣
を
周
南
は
、
「韓

子
力
陳
言
ヲ
去
ル
ト
云
ヲ
反
用
シ
テ
、
別

二
韓
柳
以
後
ノ
古
文
ヲ
建
立
セ
リ
。
宋

元
ノ
文
章
猥
雜
卑
陋
ナ
レ
バ
、
ゲ

ニ
モ
如
此
ナ
ラ
ズ
ン
バ
救

ヒ
ガ
タ
カ
ル
ベ
シ
」

(第
八
條
)
と
評
す
る
。
韓
愈
の

「陳
言
を
去
る
」
と
い
う
方
法
を

「反
用
シ
テ
」
、

反
獨
に
用
い
た
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

周
南
は
ま
た
、
こ
こ
で
、
李
攀
龍

を
學
ぶ
こ
と
の
意
義
を

「其
上
于
鱗
ガ
古
文

を
學
ベ
バ
、
古
書

二
淹
貫
セ
ザ
レ
バ
能

ハ
ズ
。
古
書

二
淹
貫
ス
レ
バ
、
古
經
明
メ

易
シ
。
徂
徠
先
生
專
李
王
ヲ
推
レ
シ

バ
徒

二
文
章
ヲ
高
シ
ト
ス
ル
ニ
非
ズ
。
經
學

ノ
階
梯
ナ
レ
バ
ナ
リ
」
(第
八
條
)
と
、
古
書
、
六
經
に
繋
が
る
と
し
、
徂
徠
が

李

.
王
を
專
ら
推
稱
し
た
の
は
、
た
だ
文
章
を
高
く
評
價
し
た
の
み
で
は
な
く
、

經
學
の
階
梯
と
し
て
で
あ
る
と
付
言

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
徂
徠

の
意
圖
を
理
解

し
た
上
で
、
周
南
は
次
の
よ
う
に
締
め
括
っ

て
い
る
。
然
レ
ド
モ
韓
柳

ハ
時
ヲ
考

へ
カ
ヲ
量
リ
テ
自
己
ヨ
リ
出

ス
。
其
文
自
然
ナ

リ
。
管
仲
ガ
仁

二
似
タ
リ
。
于
鱗

ハ
一
意

二
古
ヲ
修
シ
超
乘
シ
テ
上
リ
、
古

人
ヲ
摸
擬
シ
テ
作
ル
故
、
時

二
或

ハ
牽
彊
ア
リ
。
善
ク
學
バ
ズ
ン
バ
宋
襄
ノ

仁

ニ
ナ
ル
ベ
シ
。
又
孫
叔
敖
ガ
優
孟
ナ
ル
ベ
シ
。
學
者
ノ
工
夫

ニ
ア
リ
。
(第

八
條
)

周
南
か
ら
す
れ
ば
、
韓
・柳
の
方
が
穩
當
で
自
然
な
文
で
、
李
攀
龍
の
と
る
摸
擬

の
方
法
に
内
含
す
る
危
險
性
を

「宋
襄
ノ
仁
」
「優
孟
」

の
語
を
以
て
注
意
を
喚

起
す
る
。
こ
こ
で
は
、
韓

・
柳
は
李

・
王
と
竝
ん
で
重
要
な
位
置
を
與
え
ら
れ
て

い
る
。
周
南
は
、
韓

・
柳
、
李

・
王
の
文
を
讀
む
こ
と
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
言
っ
て

二
四
八

い
る
。歐
陽
永
叔
、
多
讃
書
自
能
文
ト
云
リ
。
泛
然
ト
博
ク
書
ヲ
讀
メ
ト
云
ニ
ハ
非

ヒ
タ
ヨ

ミ

ズ
。
文
章

二
盆
ア
ル
書
ヲ
混
讀

二
讀
メ
バ
心
目
文

二
熟
シ
テ
、
自
然
ト
文
章

ヲ
喩
ル
ト
云
コ
ト
ナ
リ
。
唐
明
四
家
ノ
集
、
常

二
身
ヲ
離
サ
ズ

シ
テ
熟
讀
ス

ベ
シ
。
然
ザ
レ
バ
古
辭
ヲ
多
ク
記
憶
シ
テ
モ
、
篇
章
ノ
結
撰
泥
ム
ナ
リ
。
(第

+
條
)

歐
陽
修
の
言
は
、
『文
章
辨
體
』
卷
首
諸
儒
總
論
作
文
法
の

「歐
陽
永
叔
日
、
文

ハ 

字
無
他
術
。
唯
讀
書
多
、
則
爲
之
自
工
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
文
章
に
有

盆
な
書
物
を
熟
讀
せ
よ
と
い
う
。
そ
し
て

「唐
明
四
家
ノ
集
」
を
常
に
熟
讀
せ
よ

と
い
う
が
、
こ
れ
が
韓

・
柳
、
李

・
王
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
四
家

雋
』
の
名
は
見
え
な
い
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま

『
四
家
雋
』
の
意
義
づ
け
に
繋
が

る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
章

春
臺

『
文

論
』

に
見
る
韓

柳

元
文
四
年

(
一
七
三
九
)
に
著
さ
れ
た
春
臺

『
文
論
〔興
は
、

全
七
篇
か
ら
成

り
、
古
文
辭
の
弊
を
嚴
し
く
述
べ
、

「後
世
修
辭
文
病
」
と
題
す
る
付
録
で
は
、

李

.
王
そ
し
て
汪
道
昆

・
李
獻
吉
の
文
章
を
材
料
と
し
て
批
到
を
展
開
す
る
。

從

っ
て

一
般
に
、
『
文
論
』
は
古
文
辭
批
到
の
書
と
さ
れ
る
。
古
人
の
成
語
を
綴

り
合
せ
た
だ
け
の
古
文
辭
…を

「糞
雑
衣
」
と
稱
し
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
と

ハ
 

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

第

一
篇
で
春
塁
は
、
「先
王
の
道
、
之
を
文
と
謂
ふ
。
文
と
は
他
に
非
ざ
る
な

り
。
六
藝
の
謂
ひ
な
り
。」
と
、
道
と
文
と
の
關
係
を
論
じ
、
『
論
語
』
を
中
心
と

し
て

『
書
經
』
『
易
經
』
等
の
文
の
記
載
に
依
り
な
演
ら
、
文
の
淵
源
と
そ
の
本

質
を
読
い
て
い
る
。
中
で
も
次
の
二
點
に
言
及
す
る
。

㈲
孔
子
日
く
、
道
に
志
し
、
徳
に
據
り
、
仁
に
依
り
、
藝
に
游
ぶ
、
と
。
此
れ



君
子
の
學
の
序
な
り
。
故
に
君
子
の
學
ぶ
所
の
者
は
、
先
王
の
道
な
り
。
行

ふ
所
の
者
は
、
先
王
の
道
な
り
。
以
て
徳
を
爲
す
所
の
者
は
、
先
王
の
道
な

り
。
夫
れ
然
る
後
に
諸
を
文
辭
に
見
し
、
諸
を
事
業
に
施
す
。
是
の
故
に
、

生
き
て
は
以
て
廟
堂
に
坐
し
て
政
令
を
出
す
可
し
。
死
し
て
は
以
て
百
世
に

血
色
す
可
し
。
此
れ
之
を
不
朽
と
謂
ふ
。
然
ら
ば
則
ち
著
述
文
辭
は
、
特
に

君
子
の
緒
餘
な
り
、
土
苴
な
り
。

⑥
古
に
稱
す
、
太
上
は
徳
を
立

つ
、
其
の
次
は
功
を
立

つ
、
其
の
次
は
言
を
立

つ
、
是
れ
を
三
不
朽
と
謂
ふ
、
と
。
故
に
言
を
立

つ
る
は
功
を
立

つ
る
に
若

か
ず
、
功
を
立
つ
る
は
徳
を
立

つ
る
に
若
か
ず
。

ω
は

『
論
語
』
述
而
の

一
章
を
引
き
、
道

・
徳

・
仁

・
藝
を
君
子
の
學
の
順
序
と

定
め
て
理
解
し
て
い
る
。
先
王
の
道
を
學
び
、
そ
し
て
行
い
、
先
王
の
道
で
徳
を

完
成
さ
せ
て
、
そ
こ
で
文
辭
を
著
わ
し
事
業
を
施
行
す
る
と
い
う
。
先
王
の
道
の

實
踐
・施
行
こ
そ
が
不
朽
の
事
業
で
あ
り
、
著
述
文
辭
は
君
子
の
餘
業
と
位
置
づ

け
て
い
る
。
㈲
で
は
、
『
左
傳
』
襄
公
二
十
四
年

「三
不
朽
」
を
引
く
が
、

こ
こ

で
も
ω
同
樣
、
徳
・
功

・
言
と
順
序
を
定
め
、
立
言
が
最
下
位
に
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
春
臺
の
意
圖
は
、
徳
と
文
と

の
位
置
づ
け
に
あ
り
、
『
紫
芝
園
漫

筆
』
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

先
王
の
道
之
を
文
と
謂
ふ
。
故

に
孔
門
の
敏

へ
、
文
よ
り
先
な
る
は
莫
し
。

然
れ
ど
も
文
は
徳
を
成
す
所

以
な
り
。
故
に
四
科

の
目
、
徳
行
首
め
に
居

り
、
文
學
末
に
居
る
。
所
謂
徳

行
と
は
、
文
を
學
ぴ
て
成
る
者
な
り
。
今

の

文
を
言
ふ
者
は
乃
ち
歸
を
徳
に
要
む
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
此
れ
を
本
を
知
ら

ず
と
謂
ふ
。
(第
二
篇
)

孔
門

の
歡
え
と
は
、
『論
語
』
邇
而
に
あ
る

「子
以
四
教
、
文
行
忠
信
」
を
い
う

が
、
春
臺
は
、
四
激
に
於
い
て
文
を

最
初
に
置
く
こ
と
に

つ
い
て
は
、
「所
謂
文

者
、
詩
書
禮
樂
之
謂
也
。
學
者
先
學
詩
書
禮
樂
、
而
後
可
以
見
諸
行
事
。
故
立
教

徂
徠
學

「文
論
」

に
於
け

る
韓
愈

・
柳
宗
元

則
文
在
先
」
(『
紫
芝
園
漫
筆
』
卷
六
)
と
、
六
藝
で
あ
る
文
を
學
ぶ
こ
と
か
ら
始

め
る
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
先
進
篇
の
四
科
十
哲
に
つ
い
て
、
徳

行

。
言
語

.
政
事

・
文
學
の
順
番
で
、
徳
行
が

一
番
目
、
文
學
が
最
下
位
に
あ
る

こ
と
を
重
覗
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
考
え
方
に
立
つ
春
臺
は
、

「今
の
學
者
は
道
に
志
さ
ず
、
徳
に
據
ら

ず
、
唯
だ
文
藝
を
の
み
是
れ
執
る
。
其
の
辭
を
麗
す
る
こ
と
を
務
め
て
其
の
行
を

修
め
ず
」

(第

一
篇
)
と
現
状
を
批
到
し
、
文
の
み
に
偏
し
た
者
を

「文
人
」
「文

士
」
「文
人
者
流
」
と
し
て
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

其
の
苟
も
筆
を
取
ら
ば
、
則
ち
宜
し
く
仲
尼
の
六
經
を
修
し
て
以
て
先
王
の

道
を
輔
翼
す
る
に
效
ふ
べ
き
な
り
。
何
ぞ
區
區
の
文
曲
を
以
て
爲
さ
ん
や
。

凡
そ
人
の
學
に
志
し
て
、
孔
子
を
學
ば
ざ
る
は
、
君
子
儒
に
非
ざ
る
な
り
。

今

の
學
ぶ
者
と
雖
も
、
自
ら
仲
尼
の
徒
と
稱
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。
乃
ち
君
子

儒
と
爲
ら
ず
し
て
、
而
し
て
文
人
者
流
と
爲
る
。

(第

一
篇
)

李
・王
も
ま
た
、
つ
ま
る
と

こ
ろ

「文
士
」
に
す
ぎ
ぬ
と
斷
ず
る
に
至
っ
て
い
る
。

夫
れ
唐
人
の
太
白

・
子
美
、
皆
詩
人
に
終
は
る
。
明
人
の
于
鱗

・
元
美
、
好

み
て
文
辭
を
弄
す
。
死
に
至
る
ま
で
倦
ま
ず
。
于
鱗
五
十
七
、
元
美
五
十

四
。
終
身
書
を
讀
み
て
、
六
經
の
旨
を
曉
ら
ず
、
聖
人
の
道
を
知
ら
ず
。
名
、

文
士
爲
る
の
み
。

(『詩
論
』)

唐
の
李
白
.
杜
甫
を

「詩
人
」
と
い
い
、
明
の
李

・
王
を
共
に
生
涯
六
經
の
旨
を

覺
ら
ず
、
聖
人
の
道
を
解
せ
な
か
っ
た
と
し
て

「文
士
」
と
稱
し
て
い
る
。
徂
徠

は
、
「李
于
鱗

・
王
元
美
、
僅
か
に
文
章
の
士
た
り
。
不
侫
乃
ち
天
の
寵
靈
を
以

て
し
て
、
六
經
の
道
を
明
ら
か
に
す
る
を
得
た
り
。
豈
に
大
幸
な
ら
ず
や
。」
(「與

富
春
山
人
」
第
七
書
、
『徂
徠
集
』
卷
二
十
二
)
と
し
て
、
春
臺
と
同
じ
く
李

・
王
に

「文
章
の
士
」
と
い
う
靦
點
を
持

っ
て
い
る
が
、
徂
徠
は
そ
こ
か
ら
六
經
に
至
っ

た
こ
と
を
言
い
、
李
・王
は
そ
の
き

っ
か
け
を
與
え
て
く
れ
た
人
物
と
評
し
て
い

二
四
九
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る
。
そ
れ
に
樹
し
春
臺
は
、
李
・
王
は
文
章
に
止

っ
て
し
ま

っ
た

「文
人
」
と
し

て
批
到
的
に
言
う

の
で
あ
る
。

春
臺
は
古
文
辭
家
の
文
を
次
の
よ
う
に
批
剣
す
る
。

古
文
辭
學

の
學
作
り
て
よ
り
、
屬
辭
家

一
句

一
字
必
ず
諸
を
古
人
に
取
る
。

汪
伯
玉
實
に
焉
に
長
ず
る
な
り
。
今
吾
が
黨
の
學
者
、
纔
に
筆
を
弄
す
る
こ

と
を
知
れ
ば
、
帥
ち
古
文
辭
を

言
ふ
。
其

の
文
を
爲
る
を
觀
れ
ば
、
乃
ち
古

人
の
成
語
を
抄
し
て
之
を
連
綴
す
る
の
み
。
文
理
屬
せ
ず
、
意
義
通
ぜ
ず
。

(第
二
篇
)

「修
辭

の
道
は
其
の
辭
を
擇
ぶ
こ
と
を
務
む
」
(第
三
篇
)
と
す
る
春
臺
は
、
「古

文
辭
の
患
は
、
古
人
の
成
語
を
用
ゐ
る
に
在
り
」

(同
前
)
と
し
て
、
今
の
古
文

辭
家
に
於
け
る
古
人
の
成
語
の
使
用
を
論
難
す
る
が
、
そ
の
批
到
の
矛
先
は
明
代

古
文
辭
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ
、

李
・
王
の
文
章
を
取
り
上
げ
て
そ
の
破
綻
を
指

摘
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
批
到
の
論
點
と
し
て
主
に
三
點
が
擧
げ
ら
れ
る
。

一
つ
に
は
、
古
人
の
辭
を
用
い
る
に
し
て
も
、
そ
の
辭
が
誰
の
も
の
で
あ
る
か

を
問
わ
ず
、
そ
れ
が

一
家
の
專
ら
に
す
る
も
の
か
、
衆
と
共
に
す
る
も
の
か
を
審

ら
か
に
し
な
い
ま
ま
に
用
い
て
い
る
點
に
あ
る
。
二
つ
に
は
、
成
語
の
使
用
が
套

語
・歇
後
語
と
い
う
病
弊
を
生
む
點

で
あ
る
。
春
臺
は
そ
れ
ら
の
語
を

「俳
」
「俳

優
」
の
語
を
以
て
批
到
す
る
。
三

つ
に
は
、
古
辭
を
擇
ぶ
こ
と
に
務
め
る
が
、
辭

を
行
う
法
を
擇
ぽ
う
と
し
な
い
點

で
あ
る
。
特
に
三
點
目
に
關
し
て
は
次
の
よ
う

に
言
う
。
古
文
辭
家
は
乃
ち
概
し
て
西
漢
以
上
を
謂
ひ
て
古
と
爲
し
て
、
之
を
摸
擬
す

る
こ
と
を
務
む
。
摸
擬
は
則
ち
可
な
り
。
吾
其
の
務
め
て
古
人
の
成
語
を
攜

ひ
て
、
之
を
緝
す
る
に
今
法
を
以
て
す
る
を
悪
む
。
是
れ
徒
に
其
の
辭
を
古

に
す
る
を
知
り
て
、
其
の
法
を
古
に
す
る
を
忘
る
る
な
り
。
豈
に
其
の
古
を

全
く
す
る
者
な
ら
ん
や
。
(第
六
篇
)

二
五
Q

古
人
の
成
語
を
拾
い
用
い
る
の
に
今
法
で
綴
緝
す
る
こ
と
を
評
し
て
、
辭
の
み
古

に
倣
お
う
と
し
て
法
を
古
に
倣
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
と
論
難
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
古
文
辭
家
の
成
語
使
用
に
獨
す
る
批
到
を
展
開
す
る
中
で
、
春

臺
は
韓
愈
を
推
稱
す
る
。
し
か
も
、
周
南
も
問
題
に
し
た

「答
李
翊
書
」
の

「陳

言
を
去
る
」
を
取
り
擧
げ
て
で
あ
る
。

大
抵
、
古
文
中
に
奇
辭
奇
語
の
讀
み
難
く
、
後
儒
其
の
解
を
得
ざ
る
者
有

り
。
彼
豈
に
必
ず
本
つ
く
所
有
ら
ん
や
。
恐
ら
く
は
亦
た
多
く
其
の
自
撰
に

出
つ
る
の
み
。
韓
文
公
は
蓋
し
此
の
祕
を
窺
ふ
。
故
に
陳
言
を
去
り
て
新
言

を
擇
ぶ
を
務
む
。
豈
に
不
可
な
ら
ん
や
。
要
は
法
を
失
は
ざ
る
に
在
る
の

み
。

(第
四
篇
)

吾
謂
ふ
、
子
長
よ
り
後
に
し
て
能
く
古
法
を
行
ふ
者
は
、
其
れ
唯
だ
退
之
の

み
か
、
と
。
其
の
陳
言
を
去
る
は
、
古
を
必
と
せ
ざ
る
な
り
。
其
の
新
辭
を

爲
り
て
之
を
行
ふ
に
古
法
を
以
て
す
る
は
、
能
く
古
な
る
な
り
。
(第
六
篇
)

こ
こ
で
は
韓
愈
を
評
價
す
る
に
當

っ
て
、
「陳
言
を
去
る
」
を
、
「陳
言
を
去

っ
て

新
言
・新
辭
を
擇
ぶ
の
に
務
め
た
」
と
捉
え
、
ま
た

「新
辭
を
作
り
て
古
法
を
失

す
る
こ
と
な
く
用
い
た
」
と
評
す
る
の
で
あ
る
。
古
文
辭
批
到
と
は
獨
照
的
な
評

價
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
春
臺
は

「文
辭
は
當
に
先
ず
體
を
辨
ず
べ
し
。
其
の
次
は
法
を
明
ら

か
に
す
。
其
の
次
は
言
を
擇
ぶ
」
(第
五
篇
)
と
體

・
法

・
辭
と
い
う
順
序
を
設

け
て
い
る
。
そ
う
し
て
文
辭
を
作
る
こ
と
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
ヘ

ヘ

へ

文
辭
を
作
る
者
は
、
法
を
古
人
に
取
り
て
、
諸
を
己
が
心
に
發
し
、
諸
を
其

の
口
よ
り
出
だ
し
、
然
る
後
に
諸
を
筆
に
命
じ
、
諸
を
篇
に
著
は
す
。
苟
も

古
人
の
體
と
法
と
を
得
て
以
て
辭
を
修
せ
ば
、今
言
と
雖
も
獪
ほ
古
言
の
ご

と
き
な
り
。
是
れ
を
我
よ
り
古
を
作
る
と
謂
ふ
。
故
に
善
く
辭
を
屬
る
者

は
、
諸
を
古
文
に
取
り
て
諸
を
己
が
口
よ
り
出
だ
し
、
讀
む
者
を
し
て
其
の



古
辭
爲
る
こ
と
を
覺
え
ざ
ら
令
む
。
此
れ
其
の
文
理
條
貫
、
倫
有
り
要
有
る

が
故
を
以
て
な
り
。
(第
二
篇
)

古
人
の
體
と
法
と
を
修
得
し
て
辭
を
修
め
れ
ば
、
今
言
で
あ

っ
て
も
古
言
で
あ

り
、

こ
れ
こ
そ

「我
よ
り
古
を
作

る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
す
る
。

「自
我
作
古
」

は

『
舊
唐
書
』
高
宗
紀
下
に
見
え
、
舊
來
の
規
範
に
依
ら
ず
自
ら
先
例
を
創
る
こ

お
り

と
を
言
う
が
、
こ
こ
で
は
、
古
の
體
と
法
と
を
體
得
し
、
辭
を
擇
び
、
古
の
文
を

今
に
體
現
す
る
こ
と
を
言
う
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
引
用
文
中
の

「出
諸
己
口
」
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に

も
韓
愈
と

の
關
連
性
を
考
え

て
お
く
こ
と
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
こ
の
表
現
は
、
韓

愈

「南
陽
樊
紹
述
墓
誌
銘
」

(『
韓
昌
黎
集
』
卷
三
四
)
に
、
「樊
紹
述
既
に
卒
す
。

且
に
葬
む
ら
ん
と
す
。
愈
將
に
銘
せ
ん
と
し
て
、
其
の
家
に
從
ひ
て
、
書
を
求

ヘ

ヘ

ヘ

へ

む
。

多
い
か
な
。
古
未
だ
嘗
て
有
ら
ざ
る
な
り
。
然
り
而
し
て
必
ず
己
よ
り
出

だ
す
。
前
人
の

一
言

一
句
を
も
襲
蹈

せ
ず
。
又
何
ぞ
其
れ
難
き
や
」
と
言
い
、
「惟

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

れ
古
は
詞
に
於
い
て
必
ず
己
よ
り
出
だ
す
。
降
り
て
能
く
せ
ず
し
て
乃
ち
剽
賊

す
」
と
あ
る
の
と
關
わ
ら
せ
て
理
解

し
た
い
。
こ
の
墓
誌
銘
は
、
紹
述
の
多
く
の

著
作
が
全
て
自
分

の
言
葉
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
、
韓
愈
は
驚
き
贊
辭
を
贈
っ

た
も
の
で
、
銘
に
は

「昔
、
文
は
自

分
の
言
葉
で
書
か
れ
た
。
時
代
が
經

つ
に
つ

れ
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
剽
竊
す
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
い
う
。
韓
愈
自

身
も
そ
う
あ
り
た
い
と
願
い
、
そ
れ
が

「陳
言
を
去
る
」
と
繋
が
る
も
の
で
あ

っ

ハ
ヨ

た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

韓
愈
と
の
關
連
を
窺
わ
せ
る
材
料
と
し
て
、
も
う

一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
箇

所
恭
あ
る
。

夫
れ
文
の
理
有
る
は
、
獪
ほ
人
身

の
血
脈
有
る
が
ご
と
し
。
人
苟
も
或
い
は

血
脈
屬
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
手
足
用
ゐ
ら
れ
ざ
ら
ん
。
之
を
癈
疾
と
謂
ふ
。
之

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

を
不
成
人
と
謂
ふ
。
文
辭
に
し
て
理
屬
無
き
、
其
の
不
成
文
爲
る
こ
と
も
亦

徂
徠
學

「
文
論
」

に
於
け
る
韓
愈

・
柳
宗

元

た
明
ら
か
な
り
。
書
に
日
く
、
辭
は
體
要
を
爾
と
す
、
と
。
余
も
亦
た
曰

く
、
文
は
理
屬
に
在
り
、
と
。
(第
二
篇
)

こ
れ
は
、
文
に
は
必
ず
理

(筋
道
)
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
人
體
の
血
脈
に
喩

え
、
「不
成
人
」
「不
成
文
」
と
い
う
語
を
用
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
語

は
、
韓
愈

「答
尉
遲
生
書
」
(『
韓
昌
黎
集
』
卷
十
五
)

の

「夫
れ
所
謂
文
は
、
必

ず
諸
を
其
の
中
に
有
す
。
是
の
故
に
君
子
は
其
の
實
を
愼
し
む
。

體
備
ら
ざ
れ

ば
、
以
て
成
人
と
爲
す
可
か
ら
ず
、
辭
足
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
成
文
と
爲
す
可
か
ら

ず
」
を
典
據
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
韓
愈
は
、
そ
も
そ
も
文
と
は
必
ず
そ
の
中

に
本
質

(實
)
を
持

っ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
君
子
は
そ
の
身
を
愼
し
む
も
の
で
あ

る
。
五
體
が
備
わ
ら
な
け
れ
ば
、
人
と
は
な
ら
ず
、
文
辭
が
足
り
な
け
れ
ば
、
文

と
は
い
え
な
い
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
沈
徳
潛
は
こ
こ
に

「文
は
必
ず
其
の

實
に
本
つ
く
」
(『唐
宋
八
大
家
文
瞹
本
』
卷
三
)
と
評
を
加
え
て
い
る
。
韓
愈
は
、

文
と
は
徳
、

つ
ま
り
人
間
の
本
質
・内
面
が
充
實
し
て
表
に
現
れ
て
く
る
も
の
と

し
て
考
え
る
が
、
春
臺
が

「
不
成
人
」
「不
成
文
」

の
語
を
用
い
る
と
き
、
韓
愈

に
お
け
る
文
と
徳
と
の
關
わ
り
を
ど
こ
ま
で
意
識
し
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ

う
、
が
、
少
く
と
も

『
文
論
』
中
に
直
接
の
言
及
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
李
・王

を

「文
士
」
と
斷
じ
た
よ
う
に
、
韓
愈
を
評
し
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
留
意

し
て
お
き
た
い
。
因
み
に
春
臺
の

『
論
語
古
訓
外
傳
』
中
に
は
、
韓
愈

の

『
論
語

ハみ
り

筆
解
』
を
引
い
て
い
る
。

お
わ
り
に

徂
徠
歿
年

の
享
保
十
三
年
に
成
っ
た
、
春
臺

『倭
讀
要
領
』
に
は
、
韓

・
柳
、

李

・
王
、
四
家

へ
の
言
及
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

今
ノ
學
者

ハ
、
必
ズ
シ
モ
八
大
家
ヲ
學
バ
ズ
シ
テ
、
只
韓
柳
ヲ
以
テ
文
學
ノ

入
門
ト
ス
ベ
シ
。
韓
柳
ヲ
學
テ
、
文
法
二
通
蓮
セ
バ
、
明
ノ
李
滄
溟
・王
算

二
五

H
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州
ガ
集
ヲ
讀
テ
、
修
辭
ヲ
學
ブ
ベ
シ
。
修
辭
ト

ハ
、
辭
ヲ
揀
ブ
ナ
リ
。
昌

黎
・柳
州

ハ
、
古
文
ノ
名
家

ニ
テ
、
法
度
ノ
森
嚴
ナ
ル
コ
ト

ハ
、
諸
家

二
卓

然
ナ
レ
ド
モ
、
陳
言
ヲ
厭
テ
新
奇
ヲ
好
メ
ル
故

二
、
其
文
辭
古
調

二
入
ラ
ザ

ル
處
ア
リ
。
(卷
下
、
學
則
)

當
時
春
臺
は
、
韓

・
柳
の
文
法
と
李

・
王
の
修
辭
を
學
び
修
め
る
こ
と
を
、
古
文

へ
の
入
門
と
考
え
て
い
た
こ
と
溺
分

か
る
。
春
臺
は
、
徂
徠

の
推
稱
す
る
四
家
を

と
り
な
が
ら
、
自
分
の
學
ぶ
べ
き
と

こ
ろ
を
明
確
に
し
て
い
た
。
韓
・柳
に

つ
い

て
は
、
韓

・
柳
の
法
を
認
め
な
が
ら
、
「陳
言
ヲ
厭
テ
新
奇
ヲ
好
メ
ル
故

二
、
其

文
辭
古
調

二
入
ラ
ザ

ル
處
ア
リ
。
」
と
評
す
る
。
『倭
讀
要
領
』
か
ら
十
年
、
春
臺

『
文
論
』
は
、
古
文
辭

の
修
辭
批
到
を
展
開
す
る
に
至
る
。
古
文
辭
家
は
古
人
の

成
語
を
綴
る
こ
と
に
務
め
、
そ
れ
を
今
法
を
以
て
す
る
。
そ
れ
は

「徒
に
其
の
辭

を
古
に
す
る
こ
と
を
知
り
て
、
其

の
法
を
古
に
す
る
こ
と
を
忘
れ
る
」
も
の
で
、

「豈
に
其
の
古
を
全
く
す
る
者
な
ら
ん
や
」
と
論
難
す
る

(『
文
論
』
第
六
篇
)。
そ

し
て
韓
愈
に

つ
い
て

「其
の
陳
言
を
去
る
は
、
古
を
必
と
せ
ざ
る
な
り
。
其

の
新

辭
を
爲
り
て
之
を
行
ふ
に
古
法
を
以
て
す
る
は
、
能
く
古
な
る
な
り
」
(同
右
)

と
評
す
る
の
で
あ
る
。
春
臺
の
文
論

の
變
化
し
た
點
を
見
い
だ
せ
る
。

南
郭
の

『
燈
下
書
』
は
、
春
臺

の

『倭
讀
要
領
』
よ
り
や
や
早
く
書
か
れ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
『
燈
下
書
』
で
も
、
韓

・
柳
と
李

・
王
を
學
ぶ
必
要
性
を
、
實
際

に
文
を
作
る
と
い
う
立
場
か
ら
解
読
し
、
す
で
に
韓

・
柳
か
ら
李

・
王

へ
と

い
う

順
序
を
示
し
て
い
る
。
周
南
撰

・
南
郭
校
訂
と
す
る

『
作
文
初
問
』
に
於
い
て

は
、
韓

・
柳
の
比
重
が
明
ら
か
に
増
し
、
李

・
王
よ
り
韓

・
柳

の
取

っ
た
姿
勢

に
、文
を
作
る
上
で
の
課
題

の
原
點
を
考
え
て
い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
る

ま
い
。
そ
の
議
論

の
特
質
は
、
「修
辭
」
と
い
う
立
場
に
立

っ
て
、
韓

・
柳
の
文

の
姿
勢
を
評
價
す
る
點
に
あ
る
。
韓
愈
の

「陳
言
を
去
る
」
、
柳
宗
元
の

「多
く

古
語
を
用
ゐ
れ
ば
、
反
っ
て
正
氣
を
累
す
」
を
取
り
擧
げ
、
改
め
て
李

・王
の
古

二
五

二

文
辭
の
方
法
と
そ
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
韓

・柳
と
李

・
王
と
を
、
古
書
に
規

範
を
求
め
る
古
文
と
い
う
粹

の
中
に
、
修
辭
を
接
點
と
し
て
統
合
し
よ
う
と
す
る

方
向
を
示
唆
し
て
い
る
。

春
臺
の

『
文
論
』
は
明
確
に
は
、
李

・
王
の
古
文
辭
の
方
法
を
批
剣
し
、
『
文

論
』
と
同
時
期
に
書
か
れ
た

「讀
李
于
鱗
文
」
で
は
、
徂
徠
が
生
き
て
い
た
な
ら

ば

「久
し
か
ら
ず
し
て
、
必
ず
古
文
辭
の
非
を
覺
り
、
決
し
て
之
を
好
む
に
終
わ

ら
ず
。
則
ち
其

の
文
亦
た

一
變
せ
ん
」
と
ま
で
言
う
。
し
か
し
、
そ
の
春
臺
も
決

し
て
修
辭
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
蓮
意

へ
の
偏
り
を
是
正
し
よ
う
と
し
た

明
代
古
文
辭
が
、
か
え

っ
て
修
辭
偏
重
に
陷

っ
た
こ
と
を
非
難
す
る
も
の
で
あ

り
、
枉
れ
る
を
矯
め
る
者
と
し
て
韓
愈
の

「陳
言
を
去
る
」
の
姿
勢
を
推
稱
す
る

の
で
あ
る
。
春
臺
の
文
論
は
修
辭
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
ら
た
め
て
修

辭
の
在
る

べ
き
姿
を
論
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に

つ
け
て
も
、
周
南
や
春
臺
に
於
い
て
は
、

一
篇
の

「氣
脈
」
「
一
氣
」

の
貫
通
を
修
辭
以
前
に
重
硯
し
て
い
る
。
こ
の
點
、
堀
景
山
が
徂
徠
に
樹
し
て
古

文
辭
批
到
と
し
て
投
げ
か
け
た
問
題
を
言
わ
ば
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
春
臺
が
文
論
の
前
提
に

「文
學
」
と

「徳
行
」
と
の
關
わ
り
を
あ
ら
た
め
て

取
り
擧
げ
る
點
、
經
學
に
於
け
る
古
文
辭
の
方
法
と
と
も
に
、
儒
學
に
於
け
る

「文
」

の
議
論
と
し
て
、
少
く
と
も
江
戸
初
期
か
ら
の
文
論
の
展
開
の
中
で
捉
え

直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

伊
藤
東
所
は
伊
藤
東
涯

『操
觚
字
訣
』
の
序

(費
暦
+
三
年
)
の
冒
頭
に
、
「文

は
心
に
取
り
て
手
に
注
ぐ
。
辭
を
逹
す
る
の
み
」
と
書
き
起
こ
す
。

「取
於
心
而

注
於
手
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
か
の
韓
愈

「答
李
翊
書
」
に
お
い
て
、
「惟

陳
言
之
務
去
、
戞
戞
乎
其
難
哉
」
と
連
な

っ
て
見
え
る
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
を
逹

意
の
象
徴
と
し
て
取
る
東
所
の
言
に
獨
照
さ
せ
れ
ば
、今
回
の
三
者
の
議
論
に
見

る
限
り
、
修
辭
を
本
と
し
て
韓
愈
を
論
じ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。



ま
た
、
『
作
文
初
問
』
に
は
歐
陽
修
の

『多
讀
書
自
能
文
」
と
い
う
言
が
引
か

れ
て
い
る
こ
と
は
本
論
で
觸
れ
た
が
、
古
文
辭
を
批
到
し
、
「文
に
韓
柳
歐
蘇
あ

る
は
、
詩
に
李
杜
王
孟
あ
る
が
ご
と
し
」
と
す
る
同
時
代
の
朱
子
學
者
室
鳩
集

も
、
歐
陽
修
の
こ
の
言
を
引
き
、
「
翕
お
も

へ
ら
く
、
歐
陽
公
の
言
、
罕
實
に
し

て
味
あ
り
。
文
章
を
學
ぶ
に
、
こ
れ
よ
り
近
き
は
な
か
る
べ
し
。
」
(『
駿
臺
雜
話
』

卷
五
)
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
點
、
他
學
派
と
の
關
わ
り
等
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注(
1
)

松

下
忠

『
江
戸
時
代

の
詩
風
詩

論
』

(明
治

書
院
、

一
九
六

九
年
)
第

一
章
第
三

節

「
王
世
貞
の
調
劑
論
」
、

八
七
五
-

九
Q

一
頁
に
、

王
世
貞

の

「
調
劑
」
に

つ
い

て
の
詳

細
な
言
及
が
あ
る
。

(
2
)

『
徂
徠

集
』

拾
逍

(「
近
世
儒
家
文
集
集
成

3
」
所
收
、
べ
り

か
ん
瓧
、

一
九
八

五
年
)

「與
徳

夫
書
」
に

「韓
柳
雋
上
卷
、
得
足
下

一
校
」
と
あ
る
。
『
四
家
綯
』
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「荻
生
徂
徠

『
四
家
雋
』

に
見
え

る
文
論
」

(
上
智
大
學
國
文
學

會

『
國
文
學
諭
集
』
30
所

收
、

一
九
九
七
年
)
を
參

照
さ
れ
た

い
。

(
3
)

吉
川
幸
次
郎

『
本
居
宣
長
』
(筑
摩
書
房
、

一
九
七
七
年
)
附
録

に

「屈
物
書
翰
」

を
收

め
る
。

ま
た
、

高
橋
俊

和

「堀
景

山

「與
物

徂
徠
諭
文
書

」
譯

注

(
一
ご

(金
澤
大
學

『
國
語
國
文
』

22
所
收
、

一
九
九

七
年
)
、
同

「
譯
注

(
二
)
」

(富
山
女

子
短
期
大
學

『
秋
櫻
』
14
所
收
、

一
九
九

七
年
)

が
あ

る
。

(
4
)

『
四
家
雋
』
に
は
享
保

五
年

(
一
七
二
〇
)
に
書
か
れ
た

「雋
例

六
則
」

(『
徂
徠

集
』
卷
十

九
に
も

「
四
家
雋
例

六
則
』
と
し
て
收
め
る
)
を
附
し
、
『
四
家
雋
』

選

録

の
意
圖
を
述

べ
る
。

韓

・
柳
、
李

・
王

へ
の
言

及
を
含
む
、
言

わ
ば
徂
徠

の
文

論

が
窺
え
る
が
、
韓

・
柳
を
取

る
こ
と
を
述

べ
る
も
、
そ
れ
を
ど

の
よ
う
に
學
ぶ

か
に

つ
い
て

の
言
及
は
な

い
。

注
記

(
2
)
前
掲

拙
稿
參
照
。

(
5
)

日
野
龍
夫

『
服
部
南
郭
傳
攷
』

(
べ
り
か
ん
甦
、

一
九
九
九
年
)

二
〇

五
-

七
頁

徂
徠
學

「
文
論
」

に
於
け
る
韓
愈

・
柳
宗

元

に
、
『
燈
下
書
』
を

三

つ
の
理
由
を
擧
げ

南
郭

の
作
と
さ

れ
て

い
る
。

本
稿
で
は
、

眞
僞
は
さ
て
お
き

「
物
家
學
流

ノ
案

内
ノ
好
書
」
と

し
て

『
燈
下

書
』

を
捉
え
た

い
。
な

お
、
『
燈
下
書
』
は
主
と

し
て

『
日
本
詩
話
叢

書
』
卷

一
所
收
に
據

っ
た
が
、

享
保
十
九
年

の
刊
本
に
よ
り
翻
字

の
誤
り
を
校
訂
し
た
。

(
6
)

注
記

(
1
)
前
掲

『
江
尸
時

代

の
詩
風
詩
論
』

四
四

ニ
ー

八
頁
に
、

南
郭

の
詩

文
論
は
格
調
説
を
中
心
と
し
て

い
る
と

の
理
解
を
詳

し
く
論
ず

る
。

(
7
)

王
世
貞

の

「才

生
思
、

思
生
調
、
調

生
格
。

思
即
才
之
用
、

調
郎
思
之
境
、
格

帥
調
之
界
」

(『
藝
苑
巵
言
』
卷

一
)

の
發
言

は
よ
く
知
ら
れ

る
。

(
8
)

『
四
家
雋
』
雋
例
第

三
則
に

「
汪
伯
玉
能
得

二
子
之

心
、

而
不
沿
其

門
牆
。

可
謂

豪
傑
士
矣
。
然

文
少
變
化
、
千

篇
如

一
。
故
亦

不
取
」
と
評
す

る
。

「
明
李

王
汪
」

と
三
家
を
竝
べ
た
例
は
、

「與
縣
次

公
」
第

一
書

・
二
書

(『
徂
徠
集
』

卷

二
十

一
)

な
ど
に
見
え
る
。

(
9
)

汪
道
昆

『
太
函
集
』
に
寄

せ
た
李

維
槙

の
序

文
に
は
、
次

の
よ
う

に
見
え

る
。

「先
生
之
文
上
則
六
經
、
次
則
左
氏
内
外
傳
、
戰
國
策
、
屈
、
宋
、
老
、
莊
、

次
則

列
、
荀
、
呂
覽
、
鴻
列
、
班

・范
之
書
、

昭
明
之
選
、
凡
十

三
家

法
如
是
止
矣
、

然

而
贖
其
文
者
、

不
以
爲

六
經
十

三
家
文
而

以
爲

先
生
之
文
。
何

以
故
。
」
な

お
、

徂

徠
は

六
經
十

三
家
、
南
郭
は
十

三
經
十

三
家
、
周
南
は
五
經
十

三
家
と
言
う
も
、
同

一
の
主
張
と
考
え

る
。

(
-o
)

徂
徠
は

「答
屈

景
山
」
第

一
書

に
、

「故
方
其
始
學

也
、

謂
之
剽
竊
摸
擬
、

亦
可

耳
。

久
而
化
之
、

習
慣

如
天
性
、

雖
自
外
來
、

與
我
爲

一
。
」
と
述

べ
て
い
る
。

(
11
)

注
記

(
5
)
前
掲

『
服
部
南

郭
傳
攷
』
二
六

八
頁
に
、
本

書
簡
は
享

保

二
十
年
と

推
定
す

る
。

(
12
)

底
本
と
し

て
、

東
北
大
學
狩
野

文
庫

所
收

の
、
寶
暦

五
年
刊
本
を

用
い
た
。

體

裁
は
、
漢
字
、
片
假

名
混
じ
り
文
と
、

返
り
點

・
逡
り
假

名
を
附
し
た
漢

文
と
か

ら
成
る
。
引

用
す

る
に
當
り
文
意
の
分
り
易
さ
を
考
慮
し
、
漢
文

の
部
分
を
適
宜
、

書
き
下
し
て
示
し
た
。

(
13
)

も
と
は

「
董
中
峯
待
郎
文
集
序
」

(『
唐
荊
川
文
集
』
卷
十
)

の

一
節
だ
が
、
『
文

二
五
三



日
本
中
國
學
會
報

第
五
十

一
集

體

明
辨
』
か
ら

の
抄
出
と
捉
え
た

い
。
『
作

文
初

問
』
後
牛

に
は
、
劉
飆
、
歐
陽
修
、

王
世

貞
等

の
言
を

引
く
が
、

全
て

『
文
體
明
辨
』

卷
首
論
文

に
收
め
ら
れ

て
い
る

も

の
で
、
周
南

は
明
言
は

し
な

い
演
恐
ら
く

こ
れ
に
撮
る

で
あ
ろ
う
。
ち
な

み
に

春
毫

は
文
の
體
を
知
る
上

で
の
手
本
と
し

て
、
『
文
選
』
『
文
章
辨
髓
』
『
文
體
明
辨
』

を
擧
げ

て
い
る

(『
倭
讃
要
領
』
卷
下

「學
則
」
)
。

(
14
)

當

時
廣

く
用
い
ら
れ
た
韓
愈

の
文
集
と
し

て
、
蒋

之
翹
注
本
を
想
定
す
る
。

(
15
)

李
盆
は
李
商
隱

の
誤
り

で
あ

ろ
う
。
呉
炯

「
五
總
志
」

に
、

「唐
李
商
隱
爲

文
、

多
檢

閲
書

史
、
鱗

次
堆
積
左
右
、
時
謂
爲
獺
祭

魚
。
」

と
あ
る
。

(
16
)

周
南
は

『
作
文

初
問
』

に

『
文
章
辨
體
』
と

典
撮
を
記

し
て
歐
陽
修

の
こ
の
言

葉
を
引
く
。
ち
な

み
に

『
文
體
明
辨
』
卷
首
論
文
に

は
、

「宋
歐

陽
修

日
、
作

文
無

他
術
。
唯
讀
書

多
、

則
爲
之
自

工
。
」
と
見
え
る
。

(
17
)

底
本
と

し
て
、
内

閣
文
庫
所
藏
、
元
本
寛
延

元
年
、
新
刻
安
永

二
年
刊
本

(『
詩

論
』

一
卷

合
刻
)

を
用

い
た
。

(
18
)

拙
稿

「
太
宰
春
毫

『
文
論
』
考
」

(上
智
大
學
國
文
學

會

『
國
文
學
論
集
』
32
所

收
、

一
九
九
九
年
)
、
「太

宰
春
臺

『
文
論
』
訓
釋
」

(『
漢
文
學

解
釋

與
研
究
』
第

一
輯
所
收
、

一
九
九
八
年
)
を
併
せ

て
參
照
さ

れ
た

い
。

(
19
)

張
衡

「
西
京
賦
」

(『
文
選
』
卷

二
)
に
は
、

「自
君
作
故
、
何
禮

之
拘
」
と

見
え

る
が
、

こ
れ
も
舊
來

の
規
範
に
依
ら
ず

、
自
ら
先

例
を
創
始
す

る
と

い
う
意
味

に

解
せ
ら
れ

る
。

(20
)

『
文
章
精
義
』

に

「
退
之
誌
樊
宗
師
墓

、
其
不
蹈
襲
前
人

一
言

一
句
、
蓋
與

『
鑿

鑿
乎
陳
言
之
務
去
、
戞
戞

乎
其
難
哉
』

意
適
相
似
、
深
喜
之
」

(第

四
十
五
條
)
と

見
え
る
。
ま
た
、
林

田
愼

之
助

「
韓
愈

の
文
章
表
現
」

(九
州
大
學

文
學
部

『
文
學

研
究
』
第

七
十

二
輯

所
收
、

一
九

七
五
年
)
に
は
、

韓
愈

の
文

章
表
現
と
し

て
の

「
氣
」

「奇
」
か
ら

こ
の
點

へ
の
言
及
が
あ
る
。

(21
)

春
臺
は

『
紫
芝

園
漫
筆
』
(卷

二
)
に
、
『
論
語
』
中

に
文
を
言
う

の
は
十
章
、
文

章

を
言
う

の
は

二
章
と

し
て
擧
げ

る
。

そ
れ
ら
十

二
章
に

つ
い
て
は

『
論
語
古

訓

外
傅
』
に

詳
し

い
が
、

中
で
も
先
進
篇

四
科
十
哲

の
件
に
は
、

文
と
徳
と

の
關
係

二
五
四

に
言

及
し
、
韓
愈

『
論
語
筆
解
』

を
引
用

し
て
い
る
。
春
臺

の
韓
愈

理
解

の

一
端

溺
見
え

る
と

言
え
よ
う
が
、
更
に
檢
討
を
加
え

て
い
く
課
題
と
し
た

い
。
な

お
、
韓

愈

の

『
論

語
』

理
解

に

つ
い
て
は
、

田
中
利

明

「韓
愈

・李
翩

の

『
論
語
筆
解
』

に

つ
い
て
の
考
察
」

(『
目
本
中
國
學
會
報
』
第

三
十
集
)
等
瀞
あ

る
。

鬣

徂
徠

關
連

の
資
料

の
年
代
考
鐙
は
、
多
く
卒
石
直
昭

『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』

(
罕
凡

瓧
、

一
九

八
四
年
)

に
據

っ
た
。

な

お
、
本
論
文
中

に
用

い
た
原
典
は

正
字
と
異
體
字
と
が
混
在

し
て
い
る
が
、
特

に

問
題

の
な

い
限
り
正
字

に
改
め
た
。

(付

記
)

拙
稿

は
、
早
稻
田
大
學
で
行
わ
れ
た
、

日
本
中

國
學
會
創
立
五
十
年
記
念

大

會
に
於
け

る

「
徂
徠
學
と
韓

愈
」
と
題
す
る

口
頭
發

表
を
基
に
し
て
ま
と
め

た

も

の
で
あ
る
。


